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平成30年度 普通会計の決算

歳入総額　1,330億4,685
（単位：万円）

③市の事業に対する国や府か
らの補助金など

④長期の借入金

①市民のみなさんに納めて
いただいた税金

②他会計から繰り入れたお金

⑦財産収入・寄附金・分担
金・負担金・繰越金・使用料・
手数料・諸収入

①市税
211億9,238
（15.9%）

④市債
 45億8,000（3.4%）

⑦その他
545億6,966
（41.0%）

⑤自動車重量税などの国税
や府税から分配されたお金

③国・府支出金
97億9,872
（7.4%）

⑥所得税など国税から財政
力に応じて交付されたお金

❾その他
17億7,730（1.3%）

❼繰出金
54億3,811（4.1%）

❷補助費等
244億5,453
（18.4%）

❶積立金
570億3,462
（43.0%）

❺公債費
78億 813（6.0%）

❽投資的経費・維持補修費
54億 589（4.1%）

❻人件費
54億9,867（4.1%）

❹物件費
 144億1,079
（10.9%）

❸扶助費
107億7,257（8.1%）

❸生活保護にかかる費用や、
高齢者、障害者、子どもに対
する医療費などの社会保障費

❹消耗品などの購入費や光熱
水費、施設の管理委託料など
の費用

❺市が大きな事業をすると
きに利用する借金（市債）
の返済のための費用

❻職員の給与や退職金、議員
報酬など

❽施設の建設などその効果
が将来にわたって市民サー
ビスの向上につながる費用。
道路や学校施設などの維持
に使われる費用

❷清掃施設組合や泉州南消
防組合への負担金、各種団
体への補助金などの費用

❼国民健康保険事業や介護保
険事業、下水道事業などの特
別会計に対して市が負担すべ
き費用

❶福祉などの目的ごとの基金
への積立金

❾貸付金

歳出総額　1,326億 61

普通会計とは…地方財政統
計上、統一的に用いられる
会計で、各地方公共団体間
の財政比較が可能となるよ
うにしてある会計です。

⑥地方交付税
14億2,892（1.1%）

⑤地方譲与税など
24億6,839（1.9%）

②繰入金
390億 878
（29.3%）

平成30年度 泉佐野市の財政状況

1,330億4,685万円 ー ＝ー 1,326億 61万円 3億8,570万円 6,054万円

　決算の特徴としては、平成27年3月に策定した中期財政計画に基づく給与カッ
トなどによる歳出削減のほか、遊休土地の積極的な売却、ふるさと応援寄附の
推進および空港連絡橋利用税の徴収などの歳入確保に努めたことにより、前年
度に引き続き6,000万円の黒字となりました。

歳入総額 歳出総額 翌年度繰越財源 実質収支額

問合先　行財政管理課

 市民１人あたりでは…
歳　入歳　入  1,322,586円
●市税　　　 210,668円
●国庫支出金、府支出金
                      97,407円
●市債            45,529円
●その他（繰入金など）   
                   968,982円

歳　出歳　出     1,318,150円
●総務費   797,118円
●民生費   184,907円
●衛生費 　 68,578円
●公債費     78,372円
●土木費     50,332円
●教育費     98,183円

●消防費     13,525円
●商工費　  15,359円
●議会費   　 2,632円
●その他（労働費など）
　　 　　       9,144円

固定資産税   99,112円
市民税  　　 72,675円
市たばこ税   18,192円
都市計画税   14,315円
軽自動車税     2,332円
入湯税 　　　 　 　67円
法定外普通税  3,975円
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平成30年度 泉佐野市の財政状況

各会計決算（歳出） （単位：万円）

会 計 名 平成30年度 平成29年度 比 較

一般会計 1,329億4,875 708億4,558      621億   317

国民健康保険事業特別会計 111億1,614 129億2,938  △18億1,324

下水道事業特別会計 68億1,592 63億1,219 5億  373

公共用地先行取得事業特別会計 16億9,751 5億7,410 11億2,341

介護保険事業特別会計 84億1,247 81億9,474     2億1,773

後期高齢者医療事業特別会計 11億６,036 11億2,232            3,804

水道事業会計 25億5,449  25億5,326 123

病院事業債管理特別会計 21億5,298 43億3,537 △21億8,239

りんくう公園事業特別会計 6億  568  7,120 5億3,448

合　計 1,674億6,430 1,069億3,814 605億2,616

平成30年度末残高平成30年度末残高

●●市債（長期借入金）市債（長期借入金）

…643億円　…643億円　

市民1人あたり 638,877円市民1人あたり 638,877円

●●積立金積立金…287億円…287億円

市民1人あたり   285,492円市民1人あたり   285,492円

■日根野地区に公民館とプールを整備

■留守家庭児童会における対象児童を
小学3年生から小学6年生までに拡充

■大規模自然災害等発生時の安否確認
タオル全戸配布

■防災行政無線機器の更新 

■南海「井原里」駅のバリアフリー化整備
の補助

■避難所に防災備蓄倉庫を設置

■熊取駅西地区の本市域内を市街化
区域として整備を推 進
■アイススケートリンクを核とした
りんくう公園整備の推進

平
成
30
年
度
に
実
施
し
た
主
要
事
業

教育・子育て支援

安全・安心なまちづくり

まちの活性化・賑わいの創出
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平成30年度 泉佐野市の財政状況

健全化判断比率の状況
　実質赤字比率と連結実質赤字比率は、黒字により数値
はバー表記、実質公債費比率は、16.0％と前年度から2.2
ポイントの改善、将来負担比率も35.7％と前年度より
113.4ポイント改善し、いずれも早期健全化の 基準未満
となっています。

中期財政計画期間終了時の目標中期財政計画期間終了時の目標
●実質公債費比率は23.5％以下
●地方債残高は

標準財政規模の3.4倍以下
●基金残高は18億円以上を保持

今後の取り組み項目今後の取り組み項目
【支出の抑制、効果的な行政運営に関する事項】
●事務事業の継続した見直し
●広域連携の推進
●窓口業務委託をはじめ民間委託の拡充
●給与水準の適正化などによる総人件費の抑制
【収入の確保に関する事項】
●滞納処分の強化および徴収率の向上
●遊休財産の積極的な売却 
●ふるさと応援寄附金制度、ネーミン
グライツなどの更なる税外収入の確保

（単位：％）

健全化判断比率 平成29年度
実績値

平成30年度
実績値

早期健全化
基準

実質赤字比率 - - 12.26
連結実質赤字比率 - - 17.26 
実質公債費比率 18.2 16.0 25.0 
将来負担比率 149.1 35.7 350.0 

実質赤字比率…標準財政規模*に対す
る、一般会計などに生じている赤字の大
きさの割合
連結実質赤字比率…標準財政規模に対す
る、水道や下水道など公営企業を含む全
会計に生じている赤字の大きさの割合
実質公債費比率…標準財政規模を基本と
する額に対する、借入金返済額の大きさ
の割合
将来負担比率…標準財政規模を基本とす
る額に対する、借入金など現在抱えてい
る負債の大きさの割合

*標準財政規模…市の経常的な一般財
源の規模を示すもので、標準的な税収
入額に普通交付税などを加算した額
（平成30年度決算：約227億円）

平成30年度決算内訳　　　　　　　　（単位：万円）
収 益 費 用

営 業  26億3,466 営 業 　24億1,993
営 業 外 3億　345 営 業 外 1億3,294
特別利益 117 特別損失 162
ー ー 純 利 益 3億8,479

合 計 29億3,928 合 計 29億3,928

水道事業会計

問合先　上下水道局
　　　　（水道事業）

☎467-2800
Fax467-1801

上下水道局からのお願い
　市では、昭和44年4月1日から、鉛管の使用を禁止して
きましたが、それ以前に給水装置を設置した建物では、鉛
管を使用していることがあります。この場合、長時間水
道を使用しないと、水道管から微量の鉛が溶け出したり、
消毒用塩素濃度の低下や赤水が発生する場合があります。
　朝一番や長時間留守にした場合は、バケツ1杯程度の
水道水を飲み水以外に使用するようお願いします。

　

水
道
事
業
会
計
は
、
事
業
収
益
29
億

３
，
９
２
８
万
円
（
前
年
度
比
0.2
％
増
）

に
対
し
、
事
業
費
用
25
億
５
，
４
４
９
万

円
（
前
年
度
比
0.0
％
増
）
で
、
３
億
８
，

４
７
９
万
円
の
純
利
益
が
生
じ
ま
し
た
。

【
主
な
事
業
】

　

平
成
29
年
度
か
ら

実
施
の
日
根
野
浄
水

場
内
に
お
け
る
大
阪

広
域
水
道
企
業
団
か

ら
の
受
水
を
配
水
池

に
直
送
す
る
工
事
が

完
成
し
ま
し
た
。
府

道
土
丸
栄
線
お
よ
び

国
道
26
号
線
な
ど
の

老
朽
管
の
更
新
工
事

を
行
い
、
安
全
で
良

質
な
水
道
水
の
安
定

供
給
を
図
る
と
と
も

に
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

機
能
の
強
化
に
努
め

ま
し
た
。

水を大切に
●導・送・配水管総延長
462.47㎞（平成31年3月31日現在）
●総配水量（年間）　1,405.7万㎥
企業団水1,196.4万㎥＋自己水209.3万㎥
●1日平均配水量　3万8,513㎥
●1人あたり1日平均配水量　383ℓ

■給水装置工事や漏水修理の申込は市指定工事業者へ
（https://www.water.izumisano.osaka.jp/）

主な会計の決算

今
後
も
財
政
の
健
全
化
に
取
り
組
み
ま
す

今
後
も
財
政
の
健
全
化
に
取
り
組
み
ま
す
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平成30年度 泉佐野市の財政状況

科目 金額（万円）
①府支出金 79億2,651
②保険料 20億4,466
③繰入金 11億2,608
④療養給付費交付金 2,075
⑤その他 3億9,862

科目 金額（万円）
①一般会計繰入金 26億2,401
②起債 22億  290
③使用料 17億  204
④国庫補助金 3億9,108
⑤受益者負担金 1,239
⑥その他 1億3,598

科目 金額（万円）
❶保険給付費 76億7,73976億7,739
❷国保健康保険
　事業費納付金 29億2,565

❸総務費 1億9,479
❹保健事業費 8,324
❺その他 2億3,507

科目 金額（万円）
❶❶公債費 37億  28837億  288
❷❷前年度繰上充用金 10億8,46110億8,461

下水道下水道
建設費建設費

❸❸公共下水道
建設費 10億1,66610億1,666

❹❹流域下水道
建設負担金 4,5194,519

❺❺中部・南部処理場
維持管理負担金 4億8,9684億8,968

❻❻一般管理費・人件費 4億7,6904億7,690

  ❹❹0.74%0.74%

❷❷26.3%26.3%

❶❶69.0%69.0%

❸❸1.75%1.75%

国民健康保険事業特別会計事業特別会計
問合先　国保年金課

歳　入歳　入 115億1,662万円

111億1,614万円

歳　入歳　入

歳　出歳　出

歳　出歳　出

  ❺❺2.11%2.11%

府内平均を大幅に上回る医療費
　平成29年度の本市国保被保険者1人あたり
の医療費は40万5,029円と府内10番目で、府
内平均の37万6,865円を大きく上回っていま
す。これは、ほかの市町村に比べレセプト１
件当たりの診療日数および診療費が多くなっ
ていることが影響しています。
　以前からジェネリック医薬品の利用促進や
柔道整復などの適正受診の啓発などの医療費
適正化の取組を進めていますが、１人あたり
医療費は増加し続けており、府内でも引き続
き高いレベルにあります。
病気は未然に防ぎましょう
　本市では市民の健康づく
りを推進するため、健康ハ
イキング、ウォーキングチャ
レンジ、温水プール体験教
室などの保健事業を実施し
ています。また、生活習慣
病予防に着目した特定健診・
特定保健指導の推進も図っ
ています。これは内臓脂肪型肥満や糖尿病、
高血圧、高脂血症などの危険因子が重なるほ
ど、心疾患や脳血管疾患を発症する危険が増
大することから、生活習慣病予防に取り組む
こととなったものです。
　その他、被保険者のみなさんには、人間ドッ
ク・脳ドックや健診センターで実施している
各種検診を利用して、病気の予防、早期発見、
早期治療に努めていただき、さらなる健康寿
命の延伸や医療費の適正化にご協力をお願い
します。

　国民健康保険事業特別会計は、歳入115億1,662万円に対し
て、歳出111億1,614万円で、差引4億0,048万円の黒字となり
ました。単年度では4,495万円の黒字となっています。

70億6,840万円

68億1,592万円

下水道事業特別会計下水道事業特別会計
問合先　経営総務課

☎450-2222 Fax450-2223
　昭和61年度より着手している公共下水
道の平成30年度末整備面積は雨水436ha、
汚水907ha（りんくうタウン含む）で、
汚水の下水道人口普及率は39.9％になっ
ています。
  下水道財政状況は、平成30年単年度で
13億3,709万円の黒字となり、歳入額70
億6,840万円に対して、歳出額68億1,592
万円で、2億5,248万円の累積黒字となり
ました。
　市下水道部門では、事業費の精査・事務
経費の節減・下水道使用料の適正化などに
より、安定した下水道事業の経営を図って
いくこととしています｡
  今後も引き続き可能な限り下水道工事を
進めていき、市民のにみなさんには、下水
道が利用できるようになりましたら、3年
以内にトイレの水洗化を行なうなどのご理
解・ご協力をお願いします｡　

①①68.8%68.8%

①①37.1%37.1%

❶54.3%❶54.3%

②②17.8%17.8%

②②31.2%31.2%

❷15.9%❷15.9%

③③9.78%9.78%

③③24.1%24.1%

❸14.9%❸14.9%

④④0.18%0.18%

④5.55.5%%

❹0.7%❹0.7%

⑤3.463.46%%

⑤0.2%0.2%

❺7.2%❺7.2%

⑥1.9%1.9%

❻7.0%❻7.0%
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全
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１
１
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で
あ
る
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㈯
〜
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日
㈮
の

一
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間
、
秋
の
全
国
火
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運
動
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実
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す
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こ
の
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動
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ス
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の
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が
増
え
、
火
災
の
発
生
率
が
高
く
な

る
こ
の
時
季
に
あ
わ
せ
、
広
く
住
民

の
み
な
さ
ん
に
火
災
予
防
を
呼
び
か

け
、
防
火
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め

に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

期
間
中
、
消
防
本
部
で
は
事
業
所

へ
の
立
入
検
査
や
防
火
広
報
を
行
い

ま
す
の
で
、
安
全
で
火
災
の
な
い
ま

ち
づ
く
り
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

【
住
宅
防
火 

い
の
ち
を
守
る　

７
つ

の
ポ
イ
ン
ト
】

◆
３
つ
の
習
慣

●
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
に
や
め
る

●
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

●
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

◆
４
つ
の
対
策

●
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

●
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
か

ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品

を
使
用
す
る

●
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る

●
高
齢
者
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を

守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制

を
つ
く
る

問
合
先　

泉
州
南
広
域
消
防
本
部

警
防
部 

予
防
課
（
☎
４
６
９
・
０
８

８
６ 

Fax
４
６
０
・
２
１
１
９)

 

毎
年
11
月
9
日
は

「
１
１
９
番
の
日
」

〜
命
を
つ
な
ぐ
１
１
９
番
〜

●
１
１
９
番
通
報
時
に
は
、必
ず「
住

所
（
○
○
市
○
○
町
○
丁
目
○
番
○

号
）
お
よ
び
氏
名
、
会
社
名
な
ど
」

を
伝
え
る

●
病
院
照
会
は
、
☎
４
６
９
・
０
１

１
９
ま
で

●
１
１
９
番
は
火
災
・
救
急
・
救
助

時
に
使
う
緊
急
回
線
の
た
め
、
発
生

場
所
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
に
は
利
用

し
な
い

●
災
害
発
生
時
は
、
１
１
９
番
通
報

が
集
中
し
、
電
話
が
繋
が
り
に
く
い

状
態
に
な
り
ま
す
。
火
災
・
救
助
な

ど
災
害
時
は
、
広
報
用
と
し
て
テ

レ
ガ
イ
ド
（
自
動
音
声
案
内
：
☎

４
６
３
・
０
０
０
９
）
に
よ
る
災
害

情
報
案
内
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
携
帯
電
話
か
ら
の
通
報
で
は
、
通

報
場
所
の
特
定
に
時
間
を
要
す
る
た

め
、
近
く
に
固
定
電
話
が
あ
る
場
合

は
、
固
定
電
話
か
ら
通
報
す
る

●
目
の
前
で
火
災
や
事
故
が
発
生
し

た
場
合
は
、
気
が
動
転
し
興
奮
し
た

状
態
に
な
り
が
ち
な
の
で
、
1
秒
を

争
う
時
で
も
落
ち
着
い
て
１
１
９
番

通
報
で
き
る
よ
う
に
町
会
・
自
治
会
、

事
業
所
で
実
施
す
る
防
災
訓
練
を
積

極
的
に
行
い
、
正
し
い
通
報
要
領
を

身
に
つ
け
る

問
合
先　

泉
州
南
広
域
消
防
本
部

警
防
部 

指
揮
司
令
課
（
☎
４
６
９

・
０
１
１
９ 

Fax
４
６
４
・
１
９
９

０
）

 

就
学
援
助

(

新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費)

入
学
前
支
給
制
度
開
始

　　

小
・
中
学
校
で
の
学
習
に
必
要
な

費
用
の
保
護
者
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
そ
の
一
部
を
援
助
す
る
就
学
援

助
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
就
学

援
助
費
の
う
ち「
新
入
学
学
用
品
費
」

に
つ
い
て
、
今
年
度
よ
り
入
学
前
の

３
月
に
早
期
支
給
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

対
象

●
令
和
2
年
度
に
市
立
の
小
・
中
学

校
に
入
学
予
定
児
童
生
徒
の
保
護
者

●
世
帯
の
総
所
得
が
、
市
で
定
め
る

認
定
基
準
以
下
の
人

●
令
和
2
年
２
月
１
日
時
点
で
、
泉

佐
野
市
に
在
住
し
て
い
る
人

●
新
中
学
１
年
生
に
つ
い
て
は
、
令

和
2
年
２
月
１
日
時
点
で
令
和
元
年

度
就
学
援
助
を
受
給
中
の
人

申
請
・
問
合
先　

新
小
学
１
年
生
は

来
年
１
月
に
送
付
す
る
申
請
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送
ま
た
は

持
参
で
学
校
教
育
課
へ

▲QRコード

11　  
月
は

「
こ
こ
ろ
の
再
生
」

府
民
運
動
推
進
月
間

　
「
こ
こ
ろ
の
再
生
」
府
民
運
動
は
、

府
民
一
人
ひ
と
り
が
「
生
命
（
い
の

ち
）
を
大
切
に
す
る
」「
思
い
や
る
」

「
感
謝
す
る
」「
努
力
す
る
」「
ル
ー

ル
や
マ
ナ
ー
を
守
る
」
な
ど
、
時
代

や
社
会
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
も

決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
大
切
な

「
５
つ
の
こ
こ

ろ
」
を
見
つ
め

直
し
、「
あ
い
さ

つ
す
る
」
な
ど

身
近
な
取
組
を

実
践
す
る
こ
と

を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
、「
５
つ
の

こ
こ
ろ
」「
あ
い
さ
つ
」を
意
識
し
て
、

ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
み
ま
せ
ん

か
！

大
切
に
し
た
い
「
５
つ
の
こ
こ
ろ
」

①
生
命
を
大
切
に
す
る
②
思
い
や
る

③
感
謝
す
る
④
努
力
す
る

⑤
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
る

※
詳
し
く
は
「
こ
こ
ろ
の
再
生
」
府

民
運
動
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

kokoro-saisei.jp/

）
で
。
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
は
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら問
合
先　

府 

教
育
庁 

教
育
総
務
企

画
課
（
☎
06
・
６
９
４
４
・
８
０
４

２
）
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　　問合先　関西国際空港案内（☎455-2500）
ホームページ https://www.kansai-airport.or.jp/

■ 関空展望ホール「Sky View」“そらやんとゆかいな仲間
たち”「そらやん」が人気キャラクターたちと豪華コラボ！
　関空展望ホール「Sky View」にて、関西エアポートグ
ループ公式キャラクター「そらやん」と、人気ゆるキャラ
との豪華コラボレーションイベントを開催します。だれも
が知っているあの有名キャラクターや、泉州地域のご当地
ゆるキャラたちが週替わりで登場！貴重なショットを毎回
ご覧いただけます。キャラクターショーやグリーティング、
抽選会など、盛りだくさんのコンテンツでお送りする予定
です。詳細なスケジュールや、登場する仲間たちについて
は関空展望ホールのホームページにて随時お知らせいたし
ますので、ぜひチェックしてみてください。たくさんのご
来場お待ちしております！
日時　10月14日㈷～ 11月24日㈰の
期間の土・日曜日
場所　関空展望ホール「Sky View」

©Kansai Airports SORAYAN

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
推
進
月
間

　

行
楽
シ
ー
ズ
ン
で
あ
り
自
動
車
に

乗
る
機
会
が
多
く
な
る
11
月
を
き
っ

か
け
に
、
み
な
さ
ん
も
環
境
負
荷
の

軽
減
に
配
慮
し
た
「
地
球
と
財
布
に

優
し
い
」
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
始
め
ま

し
ょ
う
。

問
合
先　

府 

交
通
環
境
課 

自
動
車

排
ガ
ス
規
制
・
指
導
グ
ル
ー
プ

（
☎
06
・
６
２
１
０
・
９
５
８
７
）

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
を

減
ら
す
に
は

　

家
庭
か
ら
出
る
可
燃
ご
み
の
量
を

減
ら
す
に
は
、
資
源
化
で
き
る
も
の

は
で
き
る
限
り
分
別
し
て
資
源
ご
み

の
日
に
出
す
、
生
ご
み
な
ど
は
で
き

る
限
り
水
気
を
切
っ
て
出
す
こ
と
が

有
効
で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で
は
わ
ず
か
な

差
で
も
、
市
全
体
で
は
大
き
な
減
量

化
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ご
理
解
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先　

環
境
衛
生
課

廃
棄
物
の
野
積
み
、

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
！

〜
土
地
等
を
管
理
し
て
い
る
人
へ
〜

　

11
月
は
大
阪
府
産
業
廃
棄
物
不
適

正
処
理
防
止
推
進
強
化
月
間
で
す
。

　

土
地
の
所
有
者
・
管
理
者
が
土
地

の
管
理
を
適
切
に
行
っ
て
い
な
か
っ

た
り
、
安
易
に
土
地
を
貸
し
た
結
果
、

廃
棄
物
が
不
法
投
棄
さ
れ
た
り
、
埋

め
立
て
ら
れ
た
り
し
て
、
周
り
の
生

活
環
境
に
も
支
障
を
及
ぼ
す
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
土

令
和
元
年
10    
月
〜

老
朽
家
屋
・
不
良
住
宅

除
却
工
事
法
人
補
助
事
業

　　

地
域
の
安
全
・
安
心
か
つ
良
好
な

ま
ち
な
み
の
形
成
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
宅
地
建
物
取
引
業
者

が
、
ま
ち
な
み
の
形
成
を
阻
害
し
て

い
る
住
宅
を
取
得
後
、
除
却
を
行
い

2
年
以
内
に
建
築
を
行
う
場
合
に
、

除
却
工
事
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。

※
補
助
金
の
交
付
決
定
前
に
行
わ
れ

 

た
除
却
工
事
は
対
象
外

【
補
助
対
象
住
宅
】

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
住
宅

（
賃
貸
は
除
く
）
で
、
宅
地
建
物
取

引
業
者
が
取
得
時
に
当
該
制
度
を
利

用
す
る
旨
を
取
得
す
る
相
手
方
に
説

明
さ
れ
た
も
の
に
限
る

●
特
定
空
家
に
指
定
さ
れ
た
空
家

●
住
宅
地
区
改
良
法
に
規
定
す
る
不

良
住
宅

●
住
宅
の
不
良
度
測
定
基
準
（
木
造

住
宅
等
・
外
観
目
視
に
よ
り
判
定
で

き
る
項
目
）
に
基
づ
く
評
点
が
50
点

以
上
の
住
宅

【
補
助
対
象
者
】

●
補
助
対
象
住
宅
を
除
却
後
、
2
年

以
内
に
新
た
に
建
築
す
る
宅
地
建
物

取
引
業
者

●
営
業
状
態
に
問
題
が
な
い
者

【
補
助
内
容
】

●
住
宅
除
却
工
事
費
用
の
一
部
で
最

大
80
万
円
の
補
助
金
を
交
付
し
ま

す
。（
除
却
工
事
費
用
が
80
万
円
未

満
の
場
合
は
そ
の
額
）

問
合
先　

都
市
計
画
課
（
☎
４
４
７

・
８
１
２
４
）

空
き
家
セ
ミ
ナ
ー
&  
相
談
会

　

大
阪
府
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
泉

州
支
部
と
市
が
連
携
し
、
セ
ミ
ナ
ー

（
空
き
家
活
用
と
空
き
家
管
理
）
と

個
別
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

日
時　

11
月
29
日
㈮ 
午
後
１
時
30

分
〜
（
受
付
：
午
後
１
時
〜
）

場
所　

り
ん
く
う
駅
ビ
ル
東
棟
２
階

会
議
室
（
り
ん
く
う
往
来
北
１ 
り

ん
く
う
タ
ウ
ン
駅
ビ
ル
東
棟
２
階
）

定
員
（
先
着
順
・
要
予
約
）

●
セ
ミ
ナ
ー　

25
人

●
個
別
相
談
会　

５
組

内
容　

●
空
き
家
活
用
セ
ミ
ナ
ー 

午
後
１

時
35
分
〜
2
時
35
分
（
60
分
）

●
空
き
家
管
理
セ
ミ
ナ
ー 

午
後
2

時
45
分
〜
3
時
15
分
（
30
分
）

●
個
別
相
談
会 

午
後
3
時
25
分
〜

4
時
25
分
（
60
分
）

申
込
・
問
合
先　

都
市
計
画
課
（
☎

４
４
７
・
８
１
２
４
）　 

地
所
有
者
な
ど
が
多
額
の
費
用
を
負

担
し
て
撤
去
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
態
に
な
ら
な
い
よ
う
、

土
地
の
状
況
を
定
期
的
に
監
視
す
る

な
ど
、
管
理
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
土
地
を
他
人
に
貸
す
時
は

使
用
用
途
を
十
分
確
認
し
、
書
面
で

契
約
を
結
ぶ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
先　

府 

泉
州
農
と
緑
の
総
合

事
務
所 

環
境
指
導
課（
☎
４
３
９・３

６
０
１ 

Fax
４
３
９
・
３
８
１
０
）
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プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

〜
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
　

申
請
期
限
が
迫
っ
て
い
ま 

す
〜

　

購
入
対
象
者
と
な
る
可
能
性
の
あ

る
人
に
は
、
７
月
下
旬
に
個
別
通
知

（
申
請
書
）
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

申
請
期
限
を
過
ぎ
る
と
プ
レ
ミ
ア
ム

付
商
品
券
の
購
入
引
換
券
の
交
付
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
早
め
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限　

11
月
29
日
㈮

※
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効

申
請
方
法　

郵
送
ま
た
は
市
役
所
１

階
特
設
会
場
で

※
転
入
さ
れ
た
人
で
、
他
市
町
村
が

発
行
し
た
購
入
引
換
券
（
購
入
確
認

蘭
に
未
押
印
欄
が
あ
る
場
合
の
み
）

を
お
持
ち
の
人
は
、
泉
佐
野
市
が
発

行
す
る
購
入
引
換
券
と
の
交
換
手
続

き
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
他
市

町
村
で
購
入
し
た
商
品
券
と
の
交
換

は
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
先

購
入
対
象
者
（
購
入
引
換
券
）
に
つ

い
て
…
市
民
向
け
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
５
７
０
・
６
６
６
・
３
８
５ 

Fax

４
６
４
・
９
３
１
４
）

※
対
象
者
な
ど
詳
し
く
は
、
広
報
９

月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　　　　　　　　　　　　　住民票・マイナンバーカードなどへの
旧氏（旧姓）併記が可能になります

問合先　市民課
　11月5日から、本人の申出により、住民票、マイナンバーカード、印鑑証明などに旧氏（旧姓）を併記する
ことができるようになります。希望される場合は、市民課窓口で手続きが必要です。
【記載できる旧氏（旧姓）】
●旧氏を初めて記載する場合は、戸籍に記載されている過去の氏から1つ選んで併記することができます。
●一度旧氏を併記した後に、再婚などにより氏が再び変更された場合、「記載している旧氏」を使い続けるか、「直
前に称していた氏」に変更するか選択できます。
●旧氏は、他市区町村に転入しても引き続き併記することができます。
●旧氏併記の必要がなくなった場合は、削除することができます。また、その後
に氏が変更した場合に限り、「削除後に生じた旧氏」の中から1つ選んで再び旧
氏を併記することができます。
【手続きに必要なもの】
●旧氏が記載された戸籍謄本（旧氏が記載されているものから現在の氏が記載さ
れているものに至るまでの、関係するすべての戸籍謄本などが必要）
●運転免許証などの本人確認書類（マイナンバーカードをお持ちの場合は不要）
●マイナンバーカードまたは通知カード

自分で、家族で、個人情報を守る 本人通知制度に登録しましょう
～これまで登録日から３年としていた登録期間を撤廃しました～

　突然、知らない事業者からダイレクトメールが届いたり、電話がかかったりしていませんか？あなたの知らな
いところで、個人情報が流出し売り買いされている可能性があります。本人通知制度とは、戸籍謄本や住民票
の写しなどの不正取得によって個人の権利が侵害されることを防止・抑止するため、代理人や第三者に交付し
た場合、事前に登録した本人にその事実を通知する制度です。
【不正取得の防止や抑止のために】
　戸籍謄本や住民票の写しなどが、本人の知らない間に、第三者に不正取得される事件が相次いで発生し、結
婚差別やストーカー行為などに悪用されるなど、多くの人権侵害が発生しています。事前登録するだけで不正
がなくなるわけではありませんが、不正取得するグループの間では、「本人通知制度を導入している自治体から
は取るな」との指示が出されていたことが明らかになっており、また、事前登録によって不正が発覚し、犯人
逮捕に結びついたケースもあります。
問合先　●本人通知制度の手続き…市民課
　　　　●人権相談窓口…人権推進課

本人通知事前登録申込 出張受付
日時　11月25日㈪～ 30日㈯ 午前10時～午後5時
場所　北部市民交流センター本館
【事前登録申込ができる人】
●本市の住民基本台帳に記録されている人、または戸籍の附票に記載されている人（消除された住民票また
は除かれた戸籍の附票に記録されている人含む）
●戸籍法の規定により本市が作成した戸籍（除かれた戸籍含む）に記載されている人
※死亡した人または失踪宣告を受けた人は対象外
【事前登録申込に必要なもの】
●窓口にお越しになる人の本人確認書類
●代理人（請求できるものから委任を受けた人）がお越しになる場合は、委任状
●法定代理人がお越しになる場合は、戸籍謄本、その他資格 を証明する書類　
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ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

食
中
毒
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
！

　

冬
か
ら
春
先
に
か
け
て
、
ノ
ロ
ウ

イ
ル
ス
が
流
行
し
や
す
い
季
節
に
な

り
ま
す
。
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す

る
と
お
う
吐
や
下
痢
、
発
熱
な
ど
の

症
状
が
現
れ
ま
す
。
し
か
し
、
症
状

が
ほ
と
ん
ど
な
い
場
合
も
あ
る
た

め
、
感
染
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か

ず
、
調
理
時
に
食
品
に
ウ
イ
ル
ス
を

つ
け
て
し
ま
う
こ
と
で
、
食
中
毒
を

引
き
起
こ
し
て
し
ま
い
ま
す
。

子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
強
調
月
間

泉
佐
野
市 
青
少
年
問
題
講
演
会

　

　

11
月
は
「
子
ど
も
・
若
者
育
成
支

援
強
調
月
間
」
で
す
。
取
組
の
一
環

と
し
て
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

い
っ
し
ょ
に
青
少
年
問
題
に
つ
い
て

考
え
ま
せ
ん
か
。

日
時　

11
月
21
日
㈭ 

　
　
　

午
後
3
時
45
分
〜

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ

ザ
・
カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

１
階 

多
目
的
室

テ
ー
マ
「
薬
物
・
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」

講
師　

徳
山
貴
久
さ
ん(

泉
佐
野
警

察)問
合
先　

青
少
年
課
（
☎
４
６
９
・

１
１
０
６
）

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
の
発
行

〜
年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で

大
切
に
保
管
を
！
〜

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
や

住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
全
額
が
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま

す
。（
過
去
の
年
度
分
や
追
納
保
険

料
も
含
み
ま
す
。）
控
除
を
受
け
る

に
は
、
支
払
い
を
証
明
す
る
書
類
が

必
要
で
す
。

　

今
年
1
月
〜
9
月
に
納
付
し
た
保

険
料
の
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金

保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
11
月
上

旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ

ま
す
。
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際

に
は
必
ず
こ
の
証
明
書
（
ま
た
は
領

収
証
書
）
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

（
10
月
〜
12
月
に
今
年
は
じ
め
て
保

険
料
を
納
付
さ
れ
た
人
に
は
、
来
年

２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。）

　

家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

し
た
場
合
も
、
納
付
し
た
本
人
の
社

会
保
険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
そ
の
証
明
書
を
添
付

し
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先

●
貝
塚
年
金
事
務
所
（
☎
４
３
１
・

１
１
２
２
）

●
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
・
０
０
３
・
０
０
４

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

※
０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
で
か
け

る
場
合
は
、
☎
03
・
６
６
３
０
・
２

５
２
５

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒
を
起
こ
さ

な
い
た
め
に
、
次
の
点
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

●
調
理
前
、
食
事
前
、
ト
イ
レ
の
後

は
石
け
ん
を
使
っ
て
よ
く
手
を
洗

い
、
手
拭
き
用
の
タ
オ
ル
は
共
用
し

な
い

●
カ
キ
な
ど
の
2
枚
貝
は
、
中
心
部

分
が
90
℃
以
上
に
な
っ
て
か
ら
90
秒

以
上
加
熱
す
る

●
使
用
し
た
調
理
器
具
は
、
洗
浄
後

に
熱
湯
を
か
け
る
か
塩
素
系
漂
白
剤

で
消
毒
す
る

問
合
先　

泉
佐
野
保
健
所 

食
品
衛

生
課
（
☎
４
６
４
・
９
６
８
８
）

　

●面積：21.09㎢
●人口：31,886人・12,947世帯（令和元年9月30日現在）
●町の木：イチイガシ　●町の花：スイセン
　奈良盆地の中央部に位置し、町の東部を大和川、中央部を寺川、
西部を飛鳥川、曽我川がそれぞれ北流し、これらの河川にはさまれ
た平坦地として形成され、豊かな田園都市という風貌を見せていま
す。歴史の国、大和の中でもっとも早くから開けたところで、弥生
時代の大遺跡「唐古・鍵遺跡」など数多くの文化遺産が残っています。
　昭和31年には、多村、川東村、平野村、
都村、田原本町の5ヵ町村が合併して新
しい田原本町が誕生しました。昭和40
年代から京阪神のベッドタウンとして
宅地開発が進み、現在、人口3万人を超
える町に成長しています。
　特産品として、いちごや大和野菜の
認定を受けた「味間いも」などが生産
されています。

▲平成30年2月14日、奈良県田原本町 
森　章浩　町長（右）と「ふるさと逸
品協定」を締結。

奈良県田原本町

各種協定締結自治体紹介 本市とさまざまな協定を締結している
自治体を紹介します。

奈良県

田原本町
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ウガンダの教育と学校生活
問合先　自治振興課

　教育は成功の鍵です。年齢が決定要因となる日本と違い、ウガン
ダでは学校に入学して進級するのは確約されたことではなく、親の
経済力と子の能力次第です。今日はウガンダの教育カリキュラムの
通常のコースを簡単に紹介します。

【幼稚園（就学前）】
　主に3年からなる社会参加のための英語学習の入門編です。赤ちゃ
んクラス、ミドルクラス、そしてトップクラスへと進みますが、一
部の地域 では単にK1、K2、K3と表されます。
【小学校】
　小学校の普通科では、生徒は7年間勉強し毎年年末に行われる進
級試験を受けます。初級1～ 7に分かれ、全国テストと呼ばれる卒
業試験を終えたら中学校へ進みます。
【中学・高校】
　ここでは6年間勉強し、下記の2つのレベルに分けられます。
●普通レベル（中等レベル）
　中等レベルは４年間で毎年年末に進級試験があります。シニア1
～ 4に分かれ、全国テストを受けた後はウガンダ教育認定証（UCE）
が贈られます。
●応用レベル（高等レベル）
　高等レベルは２年間でシニア5とシニア6に分かれ、全国テスト後はウガンダ高等教
育認定証がもらえます（UACE）。UACEに受かれば、自分の専攻の学士号にエントリー
できます。もしも、期末試験に受からなければ、次のグレードに進むことができません。
ウガンダにもカリキュラムやシステムの違うインターナショナルスクールや第三次教
育機関、工科大学などがあり、教育システムに幅を持たせています。

II t y e  N i n i n gI t y e  N i n i n g
国際交流員エマ通信国際交流員エマ通信国際交流員エマ通信

（アチョリ語で「こんにちは」）（アチョリ語で「こんにちは」）（アチョリ語で「こんにちは」）
イティエ ニニン！イティエ ニニン！イティエ ニニン！

今月のアチョリ語
Gang kwan (ガン　クワン)：学校
Ot kwan（オト　クワン）：教室
Latin kwan（ラティン　クワン）：生徒、学生

▲2007年シニア3の時のエマ(右から7番
目)と友だち

▲国際交流員
エマニュエル・オチョラ

りんくう総合医療センター
災害時における物資支援協力に

関する協定の締結について
　りんくう総合医療センターは、大阪府より災害
拠点病院に指定されています。
　このため、災害時に食料、飲料水、燃料について、
優先的に供給されるよう地域の関係団体・事業者
と協定の締結を進めています。
　去る10月8日に、イオンリテール株式会社近畿
カンパニーと食料、飲料水について協定を締結し
ました。今後も、災害拠点病院としての機能を十
分発揮できるよう努めていき ます。
問合先　地方独立行政法人 りんくう総合医療セン
ター 総務課（☎469-3111）

コンビニ交付サービス
メンテナンスに伴うサービスの一時停止

　ご不便をおかけしますが、ご理解ご協力をお願いします。
停止期間　11月14日㈭ 
               午後5時30分～11時
停止内容　戸籍全部事項・個人事
項証明書、戸籍の附票の写し
問合先　市民課

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

広
報
10
月
号
5
ペ
ー
ジ
の
『
消

費
税
増
税
に
お
け
る
「
さ
の
ぽ

ポ
イ
ン
ト
」
進
呈
率
』
の
記
事

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫

び
し
て
左
記
の
と
お
り
訂
正
し

ま
す
。

（
誤
）
10
月
か
ら
の
消
費
税
率
引

上
げ
以
降
も
、
原
則
と
し
て
、

税
別
１
０
０
円
ご
と
に
1
ポ
イ

ン
ト
進
呈
さ
れ
ま
す
が
、
軽
減

税
率
制
度
の
導
入
に
伴
い
、
ポ

イ
ン
ト
進
呈
率
が
加
盟
店
に

よ
っ
て
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

←

（
正
）
10
月
か
ら
の
消
費
税
率
引

上
げ
以
降
は
、
税
込
１
１
０
円

ご
と
に
1
ポ
イ
ン
ト
進
呈
と
な

り
ま
す
。

問
合
先　

ま
ち
の
活
性
課
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家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
は

忘
れ
ず
に
届
出
を
！

　

家
屋
の
一
部
、
ま
た
は
全
部
を
取

り
壊
し
た
所
有
者
は
、
今
年
中
に
滅

失
の
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

届
出
が
な
い
と
、
引
き
続
き
固
定

資
産
税
・
都
市
計
画
税
が
課
税
さ
れ
、

ご
迷
惑
を
か
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 　

税問
合
先　

税
務
課

入
湯
税
っ
て
何
で
す
か
？

　

本
市
で
は
一
定
の
成
分
を
含
有
し

て
い
る
温
泉
「
鉱
泉
浴
場
」
へ
の
入

湯
に
対
し
入
湯
税
を
課
税
し
て
い
ま

す
（
井
戸
水
や
水
道
水
を
沸
か
し
て

い
る
銭
湯
な
ど
は
対
象
外
）。

　

鉱
泉
浴
場
の
経
営
者
が
徴
収
し
、

市
に
納
入
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

納
め
ら
れ
た
入
湯
税
は
、
観
光
振
興

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
助
成
や
環
境
衛
生
施

設
の
整
備
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

税
額

●
宿
泊
…
…
１
泊
１
５
０
円

●
日
帰
り
…
１
日
75
円

※
12
歳
未
満
の
人
は
課
税
が
免
除
さ

れ
ま
す
。

◆
平
成
30
年
度
入
湯
税
収
入
額

６
６
８
万
２
千
円

◆
消
費
税
の
届
出
はお

済
み
で
す
か
？

　

個
人
事
業
者
で
、
平
成
30
年
分

（
基
準
期
間
）
の
課
税
売
上
高
が
１
，

０
０
０
万
円
を
超
え
て
い
る
場
合
や

平
成
31
年
1
月
1
日
〜
令
和
元
年
6

月
30
日
ま
で
の
期
間
（
特
定
期
間
）

の
課
税
売
上
高
が
１
，
０
０
０
万
円

を
超
え
て
い
る
場
合
、
令
和
2
年
分

は
消
費
税
の
課
税
事
業
者
に
該
当
し

ま
す
。
こ
の
場
合
に
は
、
納
税
地
の

所
轄
税
務
署
長
に
「
消
費
税
課
税
事

業
者
届
出
書
」
を
提
出
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
な
お
、
特
定
期
間
に
お
け
る

個人事業税【第2期分】の
納期限は12月2日㈪です

　8月に個人事業税の納税通知書と合わせて送
付しました第2期分の納付書にて納期限までに
納めてください。
●納付書を破損・紛失した場合は、下記まで
問い合わせてください。（口座振替をご利用の
場合、納付書は送付していません。また、年
間の税額が1万円以下の場合、第2期分の納付
書はありません。） 
●個人事業税の納付用紙のうち、コンビニエ
ンスストア収納用のバーコード印刷があるも
の（30万円以下のもの）については、以下の
全国のコンビニエンスストアで納めることが
できます。         

●納付には、便利で安心・安全な「口座振替
制度」をご利用ください。   
問合先　大阪府泉南府税事務所（☎439-3601）

セブン‐イレブン、デイリーヤマザキ、ニュー
ヤマザキデイリーストア、ファミリーマート、
ミニストップ、ヤマザキスペシャルパートナー
ショップ、ヤマザキデイリーストアー、ローソ
ン 、MMK設置店

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
合
先　

泉
佐
野
税
務
署

☎
４
６
２・
３
４
７
１

１
，
０
０
０
万
円
の
判
定
は
課
税
売
上

高
に
代
え
て
給
与
等
支
払
額
の
合
計
額

に
よ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

◆
年
末
調
整
説
明
会

　

令
和
元
年
分
の
源
泉
所
得
税
の
年

末
調
整
や
、
法
定
調
書
の
記
載
方
法

な
ど
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

11
月
22
日
㈮

　
　
　

午
後
2
時
〜
４
時
15
分

場
所　

エ
ブ
ノ
泉
の
森 

小
ホ
ー
ル

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

◆
11
月
11
日
〜
17
日
は

税
を
考
え
る
週
間

「
税
を
考
え
る
週
間
テ
ー
マ　

〜
く
ら

し
を
支
え
る
税
〜
」

※
詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.nta.go.jp/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

柔
道
整
復
、
は
り
・
き
ゅ
う
・

あ
ん
摩
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

　

健
康
保
険
で
受
け
ら
れ
る
ケ
ー
ス

は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
正
し
く
理
解

し
、
適
切
な
受
診
を
す
る
こ
と
で
医

療
費
の
適
正
化
に
も
つ
な
が
り
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
整
骨
院
・
接
骨
院
で
柔
道
整
復
師

の
施
術
を
受
け
る
と
き

【
健
康
保
険
が
使
え
る
場
合
】

　

骨
折
、
脱
臼
、
打
撲
、
捻
挫
な
ど

（
肉
ば
な
れ
含
む
）※
骨
折
、脱
臼
は
、

緊
急
の
場
合
を
除
き
、
あ
ら
か
じ
め

医
師
の
同
意
が
必
要
で
す
。

【
施
術
を
受
け
る
と
き
の
注
意
】

●
単
な
る
肩
こ
り
、
筋
肉
疲
労
な
ど

に
対
す
る
施
術
は
保
険
の
対
象
に
な

ら
ず
、全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

●
柔
道
整
復
師
が
患
者
に
代
わ
っ
て

保
険
請
求
を
行
う
こ
と
が
認
め
ら
れ

て
い
る
た
め
、
自
己
負
担
を
支
払
う

こ
と
で
施
術
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
施
術
を
受
け
た
と
き
に
は
、

「
療
養
費
支
給
申
請
書
」
の
施
術
箇

所
や
回
数
を
確
認
し
、
署
名
ま
た
は

押
印
し
て
く
だ
さ
い
。

●
保
険
医
療
機
関
（
病
院
、
診
療
所

な
ど
）
で
同
じ
負
傷
な
ど
の
治
療
中

は
、
施
術
を
受
け
て
も
保
険
な
ど
の

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

■
医
師
が
必
要
と
認
め
た
、
は
り
・

き
ゅ
う
・
あ
ん
摩
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
の

施
術
を
受
け
る
と
き

【
健
康
保
険
が
使
え
る
場
合
】

●
は
り
・
き
ゅ
う
…
神
経
痛
、
リ
ウ

マ
チ
、頸
腕
（
け
い
わ
ん
）
症
候
群
、

五
十
肩
、
腰
痛
症
、
頸
椎
（
け
い
つ

い
）
捻
挫
後
遺
症
、
そ
の
他
慢
性
的

な
疼
痛
を
主
症
と
す
る
疾
患

●
あ
ん
摩
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
…
筋
麻
痺
、

筋
萎
縮
、
関
節
拘
縮
な
ど
で
医
療
上

マ
ッ
サ
ー
ジ
を
必
要
と
す
る
症
例

【
施
術
を
受
け
る
と
き
の
注
意
】

●
保
険
の
適
用
に
は
、
あ
ら
か
じ
め

医
師
の
発
行
し
た
同
意
書
ま
た
は
診

断
書
が
必
要
で
す
。

●
単
に
疲
労
回
復
や
慰
安
を
目
的
と
し

た
も
の
や
、
疾
病
予
防
の
た
め
の
マ
ッ

サ
ー
ジ
な
ど
は
保
険
の
対
象
と
な
ら

ず
、
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

●
保
険
医
療
機
関
（
病
院
、
診
療
所

な
ど
）
で
同
じ
対
象
疾
患
の
治
療
中

は
、
は
り
・
き
ゅ
う
施
術
を
受
け
て

も
保
険
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

柔
道
整
復
な
ど
の
施
術
を
受
け

た
と
き
は
、
医
療
費
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
領
収
書

を
受
け
取
り
ま
し
ょ
う
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

問
合
先

●
大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合 

給
付
課
（
☎
06
・

４
７
９
０
・
２
０
３
１
）

●
国
保
年
金
課
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水
道
基
本
料
金
の
減
免
制
度

　

65
歳
以
上
の
人
だ
け
で
構
成
さ
れ

る
高
齢
者
世
帯
は
、
水
道
等
基
本
料

金
の
減
免
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

申
請
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
所

得
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ま
ず
電

話
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
合
先　

地
域
共
生
推
進
課

検診のご案内（対象の人はこの機会に検診を受けましょう）
問合先　健康推進課

●受診回数　肝炎ウイルス検診は生涯に１回、歯周疾患検診・骨粗しょ
う症検診は該当年齢で１回
●持ち物　健康手帳（お持ちの人）、自己負担金、健康保険証
●自己負担金減免制度あり（詳しくは健康推進課まで問い合わせてくだ
さい。）

検診 対象市民 検診内容 自己負担 申込・問合先

肝炎ウイルス
検診

過去に肝炎ウイ
ルス検診に相当
する検診を受け
たことがなく、
今年度40歳以
上となる人

問診・血液検査

無料

指定医療機関は健
康推進課ホーム
ページ・広報5月
号を参照

歯周疾患検診 40・50・60・
70歳の人

問診・口腔内診
査とその結果に
基づくアドバイ
ス ※歯科治療で
はありません。

指定医療機関は健
康推進課ホーム
ページ・広報6月
号を参照

骨粗しょう症
検診

40・45・50・
55・60・65・
70歳の女性

問診・エックス
線による骨量の
測定

500円

りんくう総合医療
センター 3階 健
康管理センター
（☎469-3111㈹ 
予約制）

40歳～ 74歳の国民健 康保険加入のみなさんへ
　特定健診は生活習慣病の早期発見だけでなく、治療している人も重症化予防のために受けることができます。
主治医にご相談ください。
受診期間　①医療機関で受診する場合…来年3月末まで
　　　　　②健診センター（市役所本庁舎南側）で受診する場合…来年1月28日㈫、29日㈬、31日㈮、2月1日㈯
受診方法
①直接、特定健診医療機関（送付する受診券に同封のパンフレットに掲載）へ
②10月24日㈭～12月19日㈭（いずれも日曜日、祝日除く）の午前8時30分～午後7時に 0120-188-489（聴
覚障害者用Fax461-4571）へ
※いずれも受診券が必要です。今年度まだ受診しておらず、受診券がない人は問い合わせてください。
問合先　●受診券などに関すること…国保年金課　●健診内容に関すること…健康推進課

　

皆
さ
ん
は
日
本
人
の
死
因
に
つ
い

て
知
っ
て
い
ま
す
か
？
厚
生
労
働
省

に
よ
る
平
成
30
年
の
日
本
人
の
死

因
の
第
1
位
は
悪
性
新
生
物
（
が

ん
・
27.4
％
）
で
、
第
2
位
は
心
疾
患

（
15.3
％
）、
第
3
位
は
老
衰
（
8.0
％
）、

第
4
位
は
脳
血
管
疾
患
（
7.9
％)

で

し
た
。
が
ん
は
い
ろ
い
ろ
な
臓
器
に

起
こ
り
、
そ
の
予
防
は
非
常
に
困
難

で
す
。
早
期
発
見
の
た
め
に
は
各
種

の
が
ん
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
2
位
の
心
疾
患
と
4
位
の
脳

血
管
疾
患
は
循
環
器
病
と
い
う
面
か

ら
は
、
同
じ
原
因
か
ら
起
こ
っ
て
く

る
仲
間
の
病
気
と
い
っ
て
も
よ
く
、

両
者
を
合
わ
せ
る
と
23.2
％
と
が
ん
に

匹
敵
す
る
死
亡
率
が
た
っ
た
2
つ

の
臓
器 

か
ら
起
こ
っ
て
き
ま
す
。
こ

れ
ら
の
病
気
は
高
血
圧
症
や
、
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
や
中
性
脂
肪
が
高
く
な

る
脂
質
異
常
症
、
糖
尿
病
な
ど
が
合

併
し
、
皆
さ
ん
も
よ
く
耳
に
す
る
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
な
っ

て
、
治
療
を
し
な
い
と
知
ら
な
い
う

ち
に
動
脈
硬
化
が
進
ん
で
、
心
臓
の

栄
養
血
管
で
あ
る
冠
動
脈
や
脳
の
血

管
が
詰
ま
っ
て
心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、高
血
圧
に
よ
っ

て
お
こ
る
高
血
圧
性
脳
出
血
や
、
心

臓
の
不
整
脈
（
心
房
細
動
）
に
よ
っ

て
心
臓
に
血
栓
が
で
き
て
そ
れ
が
脳

に
飛
ん
で
脳
梗
塞
に
な
る
心
原
性
脳

塞
栓
も
起
こ
り
ま
す
。
高
血
圧
や
糖

尿
病
、
脂
質
異
常
症
、
心
房
細
動
な

特
定
健
診
を
受
け
て
心
臓
病
・
脳
卒
中
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
般
社
団
法
人 

泉
佐
野
泉
南
医
師
会

副
会
長 

新
山
診
療
所 

院
長 

新
山
一
秀　

ど
は
自
覚
症
状
が
全
く
な
い
人
も

多
く
、
初
め
て
の
心
筋
梗
塞
や
脳

梗
塞
で
命
を
奪
わ
れ
る
こ
と
も
あ

り
、
ま
た
一
命
を
取
り
と
め
た
と

し
て
も
重
い
後
遺
症
が
残
り
寝
た

き
り
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

泉
佐
野
市
の
国
民
健
康
保
険
加
入

者
の
40
〜
74
歳
の
人
は
年
に
1

回
、
無
料
で
特
定
健
診
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
、
心
疾
患
や
脳
血
管

疾
患
の
原
因
と
な
る
高
血
圧
症
や

糖
尿
病
、
脂
質
異
常
症
、
心
房
細

動
な
ど
の
発
見
に
役
立
ち
ま
す
。

泉
佐
野
市
は
早
く
か
ら
国
の
決
め

た
基
準
よ
り
多
く
の
項
目
の
検
査

を
市
独
自
の
判
断
で
行
っ
て
き
ま

し
た
（
心
電
図
、
貧
血
、
腎
機
能
、

尿
酸
な
ど
）。
私
た
ち
は
こ
の
泉

州
地
域
で
心
房
細
動
に
よ
る
脳
梗

塞
や
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
に

よ
る
動
脈
硬
化
性
疾
患
の
早
期
発

見
と
治
療
に
、
こ
の
特
定
健
診
を

用
い
て
、
泉
佐
野
市
、
り
ん
く
う

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
、
大
阪
府
泉

佐
野
保
健
所
、
泉
佐
野
泉
南
医
師

会
が
一
致
団
結
し
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
年
を
取
っ
て
も
元
気
で

い
る
健
康
長
寿
は
社
会
貢
献
で
も

あ
り
ま
す
。
特
定
健
診
を
受
け
、

突
然
死
や
寝
た
き
り
予
防
に
つ
な

げ
ま
し
ょ
う
。（
特
定
健
診
は
集

団
検
診
だ
け
で
は
な
く
、
お
近
く

の
か
か
り
つ
け
医
で
も
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。）
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各種相談の案内　気軽に相談してください。なお、祝・休日にあたるときは変更する場合があります。

◎法律相談【予約制】
月曜日（第2月曜日除く)、第2水曜日
13:00～16:45（1つの内容で1回限り）
市役所1階相談室（問合先：人権推進課）
◎労働相談【予約制】
第2木曜日 13:00～15:05（1つの内容で1回限り）
市役所1階相談室（問合先 ：人権推進課）
◎行政相談
第3月曜日 13:30～16:00（受付は15:30まで）
市役所会議室（問合先：人権推進課）
◎人権擁護委員による人権相談
第3月曜日 13:30～16:00（受付は15:30まで）
市役所会議室ほか（問合先：人権推進課）
◎総合生活相談　（人権侵害・就労支援・進路
選択支援・生活相談）
●月～金曜日 9:30～16:30
人権推進課
南部市民交流センター本館（☎466-6464）
北部市民交流センター本館（☎464-5726）
まちの活性課（就労支援のみ ☎469-3131）
公益社団法人 泉佐野市人権協会

（☎458-7444）
●第3土曜日 10:00～12:00【予約制】
申込・問合先　その週の月曜日までに人権推
進課へ
◎女性のための電話相談（☎469-7402）
第1～4水曜日 10:00～12:00、13:00～15:00
問合先　いずみさの女性センター
　　　　（☎469-7125）
◎女性のための面接相談【予約制】 
相談日・時間は予約時に問い合わせてくださ
い。夜間相談あり
問合先　いずみさの女性センター
　　　　（☎469-7125）
◎経営相談【予約制】 
6～2月の第2・4火曜日（8・12・2月は第1・3
火曜日、10月は第2・5火曜日）13:00～17:50
消費生活センター
（問合先：まちの活性課 ☎469-3131）

月～金曜日 10:15～15:30
◎身障者相談
第2・4金曜日 13:00～15:00
社会福祉センター2階（問合先：地域共生推進課）
◎知的障害児（者）よろず相談
第4金曜日 10:00～12:00 
社会福祉センター2階（問合先：地域共生推進課）
◎心配ごと相談
●月曜日（第4月曜日除く） 13:00～16:00
社会福祉センター 2階相談室
●第4月曜日　シャッピーハウス（佐野公民館隣）
（問合先 ：社会福祉協議会 ☎469-2155）
◎福祉総合相談
月～金曜日 8:45～17:15
社会福祉センター1階（問合先：基幹包括支援セ
ンターいずみさの ☎464-2977 Fax462-5400）
◎赤ちゃん相談【予約制】
第3水曜日 9:30～11:00
健診センター（問合先：健康推進課）
◎健康相談・栄養相談【予約制】
第3火曜日 9:30～12:00　健康推進課
◎肝炎ウイルス検査【予約制】
第1水曜日（祝日除く） 9:30～10:00
泉佐野保健所（☎462-7703）
◎HIV即日検査（希望者には梅毒即日検査
も実施・匿名可）
第1・3月曜日（祝日除く） 13:00～14:00
泉佐野保健所（☎462-7703）
◎こころの健康相談（アルコール依存症・
認知症含む）【予約制】
月～金曜日（祝日除く） 9:00～17:45
泉佐野保健所（☎462-4600）
◎医療に関する相談
月～金曜日（祝日除く） 9:30～16:00
泉佐野保健所（☎462-7701）　

◎消費生活相談
月～金曜日 9:00～16:30
消費生活センター（☎469-2240）
◎司法書士総合相談【予約制】
水曜日 13:30～16:30　消費生活センター
申込　大阪司法書士会（☎06-6943-6099）
受付　月～金曜日 10:00～16:00
◎行政書士相談（相続・遺言など）【予約制】
第4金曜日 13:00～16:00　市役所1階相談室
申込　大阪府行政書士会泉州支部
　　　（☎483-7373）
◎税理士による税務相談
第3水曜日（2・3月除く） 
13:00～16:00（受付は15:30まで）
市役所1階相談室（問合先：税務課）
◎国民健康保険料夜間納付相談
第3木曜日（祝日除く） 17:30～20:00　
国保年金課
◎後期高齢者医療保険料夜間納付相談
第3木曜日（祝日除く） 17:30～20:00　
国保年金課
◎家庭児童相談（☎463-1937）
月～金曜日 9:00～17:00
◎子どもフリーダイヤル（ 0120-510-783）
月～金曜日 9:00～17:00
◎育児相談
●月～金曜日 9:00～16:00
すえひろこども園（☎466-5826）
●月～金曜日 10:00～16:00
地域子育て支援センター（☎469-3700）
◎子育て電話相談
鶴原保育園（☎463-0065）
月～金曜日 10:00～16:00
◎母子・父子・寡婦家庭の相談
月～水・金曜日 9:00～17:00　子育て支援課
◎教育相談
●さわやかルーム（☎447-7312）
月～金曜日 10:15～15:30
●シャイン（☎464-8750）

見守リリー▶

南海線「泉佐野」駅前
　　　☎469-2240 

相談はお早めに
　センターへ！！

相談受付
　午前9時～
　　午後4時30分

ペットを買うとき・飼うときトラブル

【
事
例
】

　

ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で
21
万
円
で

購
入
し
た
犬
が
、
1
〜
2
日
で
咳
を

し
だ
し
、
段
々
ひ
ど
く
な
っ
て
き

た
の
で
動
物
病
院
に
行
っ
た
。
ケ

ン
ネ
ル
コ
フ
と
診
断
さ
れ
、
3
ヵ

月
位
か
か
る
と
い
う
。
初
め
に
欲

し
い
と
思
っ
た
犬
は
風
邪
を
ひ
い

て
い
る
と
言
わ
れ
た
の
で
、
ペ
ッ

ト
シ
ョ
ッ
プ
で
う
つ
っ
て
い
た
と

思
う
。
治
療
費
を
請
求
し
た
い
。

【
解
説
】

　

ペ
ッ
ト
は
法
律
上
で
は
「
モ
ノ
」

と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
。
購
入
し
た

ペ
ッ
ト
に
病
気
な
ど
が
あ
っ
た
場

合
、
販
売
店
と
の
交
渉
は
、
契
約
書

を
確
認
し
、
動
物
病
院
（
指
定
の

病
院
の
時
も
あ
り
）
の
診
断
書
を

も
と
に
話
し
合
い
ま
す
。
治
療
費

の
請
求
が
可
能
で
あ
っ
て
も
、
販

売
店
側
か
ら
解
約
・
交
換
な
ど
が

提
案
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

一
度
飼
っ
て
し
ま
う
と
愛
情
が
湧

き
、
解
決
が
難
し
く
な
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

　

ペ
ッ
ト
を
購
入
す
る
と
き
は
、

契
約
書
に
は
安
易
に
サ
イ
ン
を
せ

ず
、
万
一
の
ト
ラ
ブ
ル
時
の
責
任

の
所
在
や
料
金
・
サ
ー
ビ
ス
内
容

を
確
認
し
て
か
ら
契
約
し
ま
し
ょ

う
。
癒
し
や
孤
独
感
解
消
に
な
る

ペ
ッ
ト
で
す
が
、
飼
っ
て
い
る
時

に
排
せ
つ
物
や
鳴
き
声
に
よ
っ
て

「
騒
音
」「
臭
い
」
な
ど
の
ト
ラ
ブ

ル
が
起
き
て
い
ま
す
。
特
に
、
ペ
ッ

ト
可
の
集
合
住
宅
で
は
、
鳴
き
声
、

抜
け
毛
の
飛
散
、
歩
く
爪
の
音
な

ど
の
対
策
が
必
要
で
す
。
多
頭
飼

い
、
犬
の
サ
イ
ズ
や
種
類
な
ど
、

規
約
に
違
反
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
シ
ニ
ア
世
代
の
飼
い
主

も
多
い
で
す
が
、
犬
・
猫
の
平
均

寿
命
は
15
年
程
な
の
で
、
最
期
ま

で
責
任
を
持
っ
て
飼
え
る
か
考
え

ま
し
ょ
う
。
ペ
ッ
ト
の
し
つ
け
を

心
掛
け
、
周
り
に
迷
惑
を
か
け
な

い
マ
ナ
ー
が
大
切
で
す
。

　

６
月
に
動
物
愛
護
管
理
法
の
改

正
が
成
立
し
ま
し
た
。
主
な
改
正

内
容
は
、
①
飼
い
主
の
責
務
②
動

物
の
使
用
及
び
保
管
等
に
関
す
る

基
準
③
動
物
取
扱
業
者
の
規
制
④

周
辺
の
生
活
環
境
の
保
全
⑤
特
定

動
物
の
飼
養
規
制
⑥
犬
及
び
猫
の

引
取
り
、
負
傷
動
物
の
収
容
⑦
愛

護
動
物
の
虐
待
な
ど
に
関
す
る
罰

則
な
ど
で
す
。
当
市
で
は
平
成
26

年
４
月
１
日
か
ら
「
動
物
適
性
飼

養
条
例
」
が
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

ペ
ッ
ト
の
購
入
時
の
ト
ラ
ブ
ル
に

関
し
て
、
困
っ
た
こ
と
や
相
談
が

あ
れ
ば
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
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◆子育て支援課・健康推進課◆子育て支援課・健康推進課
（☎463-1212 Fax464-9314）（☎463-1212 Fax464-9314）

◆子どもフリーダイヤル（◆子どもフリーダイヤル（ 0120-510-783）0120-510-783）

泉
州
南
部
初
期
急
病
セ
ン
タ
ー
（
☎
４
６
４
・
６
０
４
０
） 

診
療
科
目
：
小
児
科
・
内
科　
受
付
：
●
木
曜
日
（
小
児
科
の
み
）
…
午
後
７
時
30
分
〜
10
時
30
分 

●
土
曜
日
…
午
後
５
時
30
分
〜
８
時
30
分 

●
日
曜
日
、
祝
・
休
日
…
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
、
午
後
０
時
30
分
〜
４
時
30
分 

市こどもの居場所づくり事業
こども食堂

　みんなと一緒にご飯を食べたり、
宿題をしたり、安らぎを感じられ
るような子どもの居場所を提供し
ます。
日時
●通常の活動…毎週月・水・金曜
日 午後3時～7時
●農業体験「たまねぎを植えよう
（予定）」…11月16日㈯ 午後2時
～4時
場所　うちカフェ
　　　　　（市場東2丁目326-７）
持ち物（農業体験のみ）　
水筒、軍手、帽子
申込・問合先　サードプレイス（中
村 ☎090-6238-2345 eメール：
info@the3rdplace.jp） 

11月は児童虐待防止推進月間
　　～オレンジリボンキャンペーン 189（いちはやく）ちいさな命に待ったなし～

　児童への虐待を防止運動として全国各地で様々な取組が行われます。
「オレンジリボン」はこの運動のシンボルマークです。「子どもに対する虐待を防
止する」というメッセージが込められています。
【子どもの心や身体が傷つく行為は虐待です】
●身体的虐待…子どもの身体に外傷が生じる、または生じるおそれのある暴力を
加えること。
●性的虐待…子どもにわいせつな行為をすること、または子どもにわいせつな行
為をさせること。
●ネグレクト（育児放棄など）…子どもの心身の正常な発達を妨げるような著し
い減食、または長時間の放置。その他、保護者としての監護を著しく怠ること。
保護者以外の同居人による虐待行為と同様の行為を保護者が放置すること
●心理的虐待…子どもに対する著しい暴言または著しく拒絶的な対応、子どもが同居する家庭で配偶者への暴

力（DV）を見せるなど子どもに著しい心理的外傷を与える言動を行うこと。
　虐待を引き起こす要因は様々で、複雑に絡み合っています。親や養育者が抱え
る事情がいくつも重なって起こる場合もあります。親や養育者を支援することで、
未然防止や改善につながります。
　虐待と思われる事実を知ったときや相談は下記まで連絡をしてください。匿名でも
可能です。連絡者や連絡内容に関する秘密は守られます。
問合先　
●児童相談所全国共通ダイヤル　189番
●家庭児童相談室（子育て支援課内）☎463-1937（月～金曜日の午前9時～午後
5時〔祝・休日、年末年始を除く〕）

０歳児育児教室
時間　午前10時～11時
対象　市内在宅の生後3ヵ月～1歳6ヵ月の子どもと保護者
申込・問合先　各保育園・こども園へ直接、または電話で
※毎月申込が必要

名称 電話番号 開催日 定員（先着順）
のぞみこども園 468-8005

来年3月までの第2木曜日 各8組さくらこども園 462-2913
はるかこども園 468-8170
ひかりこども園 465-1447 来年3月までの第2火曜日

各6組下瓦屋保育園 463-3359
来年3月までの第2木曜日

鶴原保育園 463-0065
こども園杉の子 464-0379

来年3月までの第4月曜日 各3組
こども園つばさ 463-3713
こだまこども園 464-2598 来年3月までの第3木曜日 6組

乳児の結核予防接種（BCG）
日時　11月21日㈭
　　　午前9時30分～11時
場所　健診センター (市役所本庁舎南側)
対象　平成30年11月22日～令和元年6月
22日生まれの乳児
持ち物　予診票、母子健康手帳（忘れると
接種できません）
問合先　健康推進課

毎月19日は
「食育の日」

　泉佐野市の特産品「松波キャベ
ツ」「泉だこ」を食べて、「地産地消」
に努めよう。
問合先　健康推進課 
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報報情情てて育育子子

保育園・認定こども園の遊びの教室と育児相談
 追加募集

　「いろいろな遊び方を知りたい」「同じ年ごろの子どもを持つ親と
友達になりたい」と思っているみなさん。子どもと一緒に遊びながら、
日頃子育てについて悩んでいること、気になっていることなどを話
し合ってみませんか。
日時　10月～来年3月の指定曜日 午前10時～11時30分
対象　市内在宅の1歳6ヵ月～3歳児と保護者
申込・問合先　保育園・認定こども園に直接または電話で（先着順）
※応募者多数で定員に達している場合があります。

名称 住 所 電話番号 指定曜日 定員
下瓦屋保育園 上瓦屋610-1 463-3359 第3木曜日 20組
上之郷こども園 上之郷1651-1 467-0793 第2月曜日 10組
清和こども園 高松東1丁目10-16 462-0972 第2水曜日 15組
こども園杉の子 鶴原1757 464-0379 第3土曜日 5組
はるかこども園 長滝1028 468-8170 第1・3木曜日 25組

栄養相談(予約制）
　離乳食完成までの子どもの食事に
ついて個別相談ができます。
日時　11月20日㈬ 
　　　午前9時30分～11時(1人30分)
場所　健診センター

(市役所本庁舎南側)
対象　0歳～1歳6ヵ月の子どもと保
護者
定員　5人（先着順）
持ち物　母子健康手帳
 申込・問合先　健康推進課

3回食の頃からの離乳食講習会（予約制）
　赤ちゃんの身体が急に大きくなる乳児期後半は、鉄分が不足する頃
です。上手に鉄分を摂れる、手づかみ食べのメニューを紹介します。
※「スタートの頃から」の次回は12月実施予定
日時　11月11日㈪ 
　　　午後1時～2時15分
場所　次世代育成地域交流センター
定員　15人（先着順）
持ち物　母子健康手帳
申込・問合先　健康推進課
※終了後、午後3時まで赤ちゃん相談会も
しています。体重計測が自由にできます。

保育園・認定こども園（保育）
入園受付は11月10日㈰まで

対象　市内在住の0～5歳児(平成26
年4月2日以降に生まれた未就学児）
※年度途中（令和2年5月～翌年3月）
に入園希望の場合も受付します。
入園条件　保護者のいずれもが働い
ているか、病気などの理由で家庭で
の保育ができない場合
問合先　子育て支援課
※詳しくは広報10月号をご覧くださ
い。

未婚の児童扶養手当受給者に対する臨時・特別給付金
　児童扶養手当の受給者のうち、未婚のひとり親の人に対し、今年度に限り臨時・特別の
措置として給付金を支給します。「未婚の児童扶養手当受給者に対する臨時・特別給付金」
の申請書は７月末に発送した児童扶養手当現況届の案内に同封しています。「児童扶養手当
現況届」の手続きと同時に受付を行いましたが、該当する人でまだ申請されていない人は
忘れないようご注意ください。

申請期間　12月2日㈪まで
基準日　10月31日㈭
対象　次のすべての要件を満たす人
●11月分の児童扶養手当の支給を泉佐野市から受ける父または母
●基準日において、これまでに婚姻（法律婚）をしたことがない人
●基準日において、事実婚をしていない人、または事実婚の相手方の生死が
明らかでない人
支給額　17,500円（1回限りの支給）
振込予定日　来年１月以降（支給決定通知送付予定）
問合先　子育て支援課
※振り込め詐欺や個人情報の詐取にご注意ください。

広報いずみさの 令和元年11月号15

泉佐野市令和元年11月号.indb   15 2019/10/18   11:56:48



人
権
の
広
場

じ
ん 　

け
ん

ひ
ろ 　

 

ば

11
月
12
日
〜
25
日
は

女
性
に
対
す
る
暴
力
を

な
く
す
運
動
期
間

11
月
25
日
は
女
性
に
対
す
る

暴
力
撤
廃
国
際
日

　

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、

性
犯
罪
、
セ
ク
ハ
ラ
、
ス
ト
ー
カ
ー

行
為
、
売
買
春
な
ど
の
女
性
に
対
す

る
暴
力
は
、
女
性
の
人
権
を
著
し
く

侵
害
す
る
も
の
で
、
決
し
て
許
さ
れ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

本
市
で
も
、
男
女
共
同
参
画
社
会
を

形
成
し
て
い
く
う
え
で
克
服
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な
課
題
と
し
て

「
第
２
次
い
ず
み
さ
の
男
女
共
同
参
画

行
動
計
画
（
第
２
次
人
ひ
と
プ
ラ
ン
）」

の
基
本
目
標
に
「
あ
ら
ゆ
る
暴
力
の

排
除
」
を
掲
げ
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
運
動
か
ら
、
女
性
を
は
じ
め

あ
ら
ゆ
る
人
に
対
す
る
暴
力
に
つ
い

て
考
え
、
暴
力
の
な
い
社
会
づ
く
り

を
す
す
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
は
女
性
に
対
す

る
暴
力
根
絶
運
動
の
シ
ン
ボ
ル
】

　

紫
色
の
リ
ボ
ン
を
身
に
着
け
る
こ

と
で
、
こ
の
運
動
の
趣
旨
へ
の
賛
同

を
表
明
す
る
こ
と
が
で
き
、
暴
力
の

下
に
身
を
置
い
て
い
る
人
々
に
対
し

て「
あ
な
た
は
一
人
で
は
な
い
よ
！
」

と
励
ま
す
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
も
な
り
ま

す
。

【
一
人
で
悩
ま
な
い
で
！
】

　

女
性
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
週
水
曜

日
（
第
５
週
、
祝
日
除
く
）
に
女
性

の
た
め
の
電
話
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。
名
前
を
伺
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
安
心
し
て
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

専
用
ダ
イ
ヤ
ル 

☎
４
６
９・７
４
０
２

※
秘
密
厳
守
、
相
談
無
料
（
通
話
料

の
み
本
人
負
担
）

問
合
先　

い
ず
み
さ
の
女
性
セ
ン

タ
ー
（
☎
・
Fax
４
６
９
・
７
１
２
５
）

11  
月
25  
日
〜
12  
月
1  
日
は

犯
罪
被
害
者
週
間

　

犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
が
再
び

平
穏
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
な
る
た
め

に
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
理
解

と
支
援
が
大
切
で
す
。
犯
罪
被
害
者

を
思
い
や
る
社
会
へ
、
み
な
さ
ん
の

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

事
件
・
事
故
の
被
害
に
あ
わ
れ
た
人

へ
の
相
談
、
付
添
い
な
ど
の
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
相
談
・
支
援
は
す

べ
て
無
料
で
す
。（
秘
密
厳
守
）

●
相
談
電
話　

☎
06
・
６
７
７
４
・
６
３
６
５ 

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
、
年
末
年
始
を

除
く
） 

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
・
７
８
３
・
５
５
４

年
末
年
始
を
除
く
午
前
７
時
30
分
〜

午
後
10
時 

※
相
談
電
話
稼
働
中
は
同
電
話
に
自

動
接
続

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.ovsac.jp/

）

主
催　

大
阪
府

公
安
委
員
会
認

定
犯
罪
被
害
者

等
早
期
援
助
団

体
認
定 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

大
阪
被
害
者

支
援
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
セ
ン
タ
ー

問
合
先　

人
権
推
進
課 

全
国
一
斉

「
女
性
の
人
権ホッ

ト
ラ
イ
ン
」

強
化
週
間

　

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、

職
場
等
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為

な
ど
女
性
の
人
権
問
題
の
相
談
に
、

人
権
擁
護
委
員
や
法
務
局
職
員
が
応

じ
ま
す
。

日
時 

●
11
月
18
日
㈪
〜
22
日
㈮

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

●
11
月
23
日
㈷
・
24
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
午
後
5
時

相
談
電
話
番
号　

☎
０
５
７
０
・
０
７
０
・
８
１
０

（
ゼ
ロ
ナ
ナ
ゼ
ロ
の
ハ
ー
ト
ラ
イ

ン
）

※
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な

ど
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（http:/

/w
w
w
.jinken.go.jp/

）
で
の
相

談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
合
先　

大
阪
法
務
局 

人
権
擁
護
部

（
☎
06
・
６
９
４
２
・
９
４
９
６
）

※
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守

広　

告

広　

告

この広告掲載についてのお問い合わせは、
株式会社 宣成社（☎ 06-6222-6888）へ 16広報いずみさの 令和元年11月号
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第
67
回
中
学
生
人
権
作
文

コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式

日
時　

12
月
1
日
㈰ 

　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜

場
所　

関
西
テ
レ
ビ
放
送
な
ん
で
も

ア
リ
ー
ナ
（
大
阪
市
北
区
扇
町
２
丁

目
１
番
７
号
）

内
容　

表
彰
式
、
人
権
啓
発
イ
ベ
ン

ト定
員　

３
０
０
人
（
先
着
順
）

問
合
先　

大
阪
法
務
局 

人
権
擁
護
部

第
三
課
（
☎
06
・
６
９
４
２・
９
４

９
２
）

※
申
込
不
要
、
入
場
無
料 

　　　　　　　　　　　　12月4日～10日は人権週間です

　　　　　　　　　　　泉佐野市人権のつどい
開催日　12月7日㈯
場所　エブノ泉の森 小ホール
時間・内容
●式典…午後1時30分～1時50分
●音楽のつどい…午後1時50分～3時
人権のつどいコンサート「願いはひとつ ～あらそいのない世界へ～」
　昨年の「ビルマの竪琴」出演メンバーによる「泉佐野市人権のつどい」
のためのオリジナルコンサートです。平和、人権、差別などをテーマに
した歌とその歌の持つ意味や背景などを軽快なトークで伝えていただきま
す。美しい歌声を聞きながら、人権についてともに考えましょう。
●発表のつどい…午後3時10分～4時
「小・中学生人権作品表彰式と優秀作品の発表」
主催　泉佐野市人権を守る市民の会、泉佐野市、泉佐野市教育委員会、公益社団法人 泉佐野市人権協会
問合先　人権推進課
※申込不要、入場無料、手話通訳あり。一時保育（1歳～就学前）あり、希望者は11月28日㈭までに申込要

●歌（ソプラノ）髙野久美子さん
　東京芸術大学声楽科卒業。東京
オペラプロデュース公演「蝶々夫
人」のタイトルロールでデビュー。
「椿姫」「ラ・ボエーム」「トスカ」
など数々のオ
ペラ公演で主
演。音楽座「マ
ドモアゼル・
モーツアルト」
などミュージ
カルにも出演。
海外でも活躍
している。

●ピアノ　光井誠人さん
　4歳よりピアノを始め、府立夕
陽丘高校音楽科卒業後、渡仏。エ
コールノルマル音楽院、パリ地方
立音楽院を経て、パリ国立高等音
楽院バレエ伴奏科卒業後帰国。第
１回大阪国際音
楽コンクール主
位入賞。2005
年小林研一郎指
揮、日本フィル
との共演。現在、
ソリストとして
活動 中。

●歌　田中あつ子さん
　東京音楽大学声楽科卒業。NHK
教育「ふえはうたう」の歌のおね
えさんでデビュー。冨田勲オペラ
「ヘンゼルとグレーテル」のグレー
テルで舞台デビュー。竹邑類演出、
石原裕次郎メモ
リアル「湘南物
語」で主演。テ
レビ出演の他司
会、CMソング、
ラジオパーソナ
リティなど幅広
く活躍中。

広　

告

広

告
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学 校 園 紹 介

多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て

　本校は「一人ひとりを生かす
教育」を推進し、「個性の伸長に
努め、生きる力を育む」を教育
目標として、日々、教育活動に
とりくんでいます。教師の指導
力や人権感覚を高めるために、
年間を通じて校内研修も行って
います。
　8月には、大阪府立障がい者交流促進センター（ファイン
プラザ大阪）から講師をお招きし、障がい者スポーツ（ボッ
チャ、フライングディスク、ふうせんバレー）の体験を通
して、障がいへの理解を深めることができました。体験中

は、「とても楽しい」「もっとやり
たい」「子どもたちにも体験させ
たい」という声がたくさん上がり
ました。途中、数名だけアイマス
クをつけて競技に入る場面があり
ましたが、研修の最後に、「本当
に視覚障がい者の立場に立ててい
たか」を考えさせられるお話があ

りました。「ただ単に、自分たちが楽しんだだけではなかっ
たか」と、ハッとさせられました。子どもたちに体験させ
る時にも、このような気づきをさせることが、とても大切
だと感じました。
　これからも、一人ひとりの個性
をお互いに認め合いながら、自分
も相手も大切にできる子どもを
育てていきたいと思います。

　のぞみこども園では、5歳児は昨年度から、4歳児は今年
度から１号認定児（幼稚園の時間帯で過ごす子どもたち）と
２号認定児（保育所の時間帯で過ごす子どもたち）が同じク
ラスで過ごしています。様々な体験の中で自分の気持ちに気
づき、表現することや、人との関わりの中で相手の気持ちを
感じることができるような、心の触れ合いを大切にした仲間
づくりをめざし、日々の保育に取り組んでいます。
【めざす子ども像】
●友達を思いやり、認め合う子ども
●人の話しを聴き、自分の思いを表現できる子ども
●興味をもって取り組み、やり抜く子ども
●自分で考え、自ら行動できる子ども
【大切にしていること】
　交流活動…毎月0～ 3歳児と4・
5歳児に分かれて誕生会を行い、
たくさんの人に祝福してもらう機
会を大切にしています。誕生会以
外にも日々の保育の中で、年長児
への憧れの気持ちや年少児への思
いやりの心が育つよう、異年齢で
の交流の時間を積極的に設定しています。
　また、今年度から保護者の人に「先生」として、保育に参
加していただく中で、子育て・子どもとの関わり方などのヒ
ントをもち帰っていただくことを目的とした「保育参加」と
いう行事を始めました。時間は2時間程度でしたが、いくつ
かの遊びの中から好きなものを見つけて、遊ぶことを満喫し
た4・5歳の子どもたちはもちろんのこと、先生としてかか
わる保護者の人も笑顔がいっぱいの取組となりました。
【子育て支援事業】子育て中の人が集ってつながりがもてる
ように、遊びの教室・園庭開放・施設開放・0歳児育児教室
を開催し 、地域に根ざした子育て支援事業を行っています。

問合先
学校教育課

人と人とがつながる保育をめざして
～のぞみこども園～

 障がい者スポーツを体験して
～日新小学校～

　

今
か
ら
25
年
前
、
国
内
初
の
完
全

24
時
間
運
用
可
能
な
関
西
国
際
空

港
が
開
港
し
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、

世
界
の
玄
関
口
と
な
っ
た
泉
佐
野

市
に
は
、
こ
こ
数
年
た
く
さ
ん
の

外
国
人
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

泉
佐
野
市
に
住
む
外
国
人
は
、

平
成
26
年
３
月
に
千
人
を
超
え
、

令
和
元
年
８
月
現
在
２
，
０
６
５

人
と
、
こ
の
５
年
で
約
２
倍
に
な
っ

て
お
り
、
家
族
と
と
も
に
泉
佐
野
市

に
や
っ
て
き
た
外
国
籍
の
子
ど
も

の
数
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
泉
佐

野
市
に
や
っ
て
き
た
外
国
籍
の
子

ど
も
の
中
に
は
、
日
本
語
を
ほ
と

ん
ど
話
せ
な
い
子
ど
も
も
い
ま
す
。

慣
れ
な
い
土
地
で
、
聞
こ
え
て
く

る
言
葉
が
わ
か
ら
ず
、
自
分
の
思

い
も
う
ま
く
伝
わ
ら
な
い
。
大
人

で
さ
え
、
そ
の
よ
う
な
立
場
に
な
っ

た
な
ら
、
と
て
も
不
安
な
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
に
な
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
、
泉
佐
野
市
で
は
通
訳
者
を

学
校
に
派
遣
し
て
学
校
生
活
の
支

援
を
お
こ
な
っ
た
り
、
日
本
語
指

導
の
時
間
を
設
け
る
な
ど
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
や
基
礎
的
学

力
の
定
着
に
向
け
た
サ
ポ
ー
ト
を

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
の
小
・
中
学
校
で
は
、

外
国
籍
の
子
ど
も
や
外
国
に
ル
ー

ツ
が
あ
る
子
ど
も
が
、
日
本
の
文

化
や
生
活
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
自

分
の
母
語
や
母
国
の
文
化
に
誇
り

を
も
て
る
教
育
の
推
進
を
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
国
籍
な
ど
に
か

か
わ
ら
ず
、
一
人
ひ
と
り
の
人
権

を
大
切
に
す
る
こ
と
で
も
あ
り
ま

す
。

　

泉
佐
野
市
で
は
、
今
後
も
お
互

い
の
文
化
を
知
り
、
と
も
に
学
び
、

と
も
に
育
つ
「
多
文
化
共
生
」
の

教
育
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

日
本
語
に
不
安
の
あ
る
子
ど
も

た
ち
の
た
め
の
通
訳
に
つ
き
ま
し

て
は
、
学
校
教
育
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

18広報いずみさの 令和元年11月号

泉佐野市令和元年11月号.indb   18 2019/10/18   11:56:49



▶
聖
観
音
（
当
館
蔵
）

　

前
回
に
引
き
続
き
、
現
在
開
催

中
の
秋
季
特
別
展
「
向
井
久
万
仏

画
展
」
に
関
連
し
て
、
泉
佐
野
出

身
の
画
家
、
向
井
久
万
と
青
甲
社
、

さ
ら
に
は
創
造
美
術
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

　

昭
和
９
（
１
９
３
４
）
年
、
久

万
は
京
都
の
丸
紅
を
退
職
し
た

後
、
昭
和
14
（
１
９
３
９ 

）
年
に

小
川
翠
村
の
紹
介
で
画
塾
、
青
甲

社
（
し
ょ
う
こ
う
し
ゃ
）
に
入
塾

し
ま
す
。
こ
の
青
甲
社
の
入
塾
が
、

久
万
に
と
っ
て
の
大
き
な
転
機
で

あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
当
時
久
万
は
京

都
の
画
壇
の
様
子
を
、「
画
塾
は
官

展
（
政
府
主
催
の
美
術
展
覧
会
の

こ
と
）
に
出
品
者
を
供
出
す
る
た

め
の
下
請
け
機
関
の
よ
う
な
も
の
」

で
あ
り
、「
官
展
と
塾
主
と
塾
生
は
、

深
い
因
縁
で
し
っ
か
り
と
結
び
つ

い
て
い
た
」
と
、
評
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
他
の
雑
誌
で
は
「
塾
に
入

る
と
、
す
ぐ
文
展
に
入
選
す
る
よ

う
に
な
っ
た
（
中
略
）
そ
う
い
う

状
態
は
確
か
に
嬉
し
い
こ
と
で
は

あ
っ
た
が
、
何
と
な
く
自
分
自
身

に
こ
だ
わ
る
も
の
が
あ
り
、
後
ろ

め
た
さ
を
感
じ
る
こ
と
で
も
あ
っ

た
」
と
、
話
し
て
い
ま
し
た
（「
泉

 日本遺産・中世日根荘を巡る④
　 ～絵図編（3）「丹生神社・野々宮跡」～
「日本遺産」に認定された「旅引付と二枚の絵図が
伝えるまち ―中世日根荘の風景―」のストーリーを
構成する泉佐野市の文化財等を紹介します。

問合先　文化財保護課

　丹生神社（にゅうじんじゃ）は、約800 年前に描かれた「日根野村絵図」に「丹生大明神」
として描かれ、九条政基の「旅引付」にも日根野野宮の祭礼についての記述が見られます。
　奈良時代に和歌山県かつらぎ郡天野の丹生都比売神社から勧請したと伝えられていま
す。絵図には森に囲まれた大きな神社として描かれており、日根野を開発した人々の神社
であったことがわかります。境内地は井川水路のそばまで広がり、日根神社や比売神社と

同じくこの地域の水利や開発と関係の深い神社であったと考えられます。
現在は、比売神社と同様に、明治時代の神社合祀により社殿などが日根
神社境内へと移転しましたが、現在も独立した神社であり、様々な行事
が受け継がれています。本殿は一間社春日造、建立年代は江戸時代中期
はじめ頃かとみられ、この時期の代表的建造物といえます。
　また、旧境内地の本殿付近には野々宮跡の石碑が建てられています。
現在は広い農地となっている野々宮跡に行くと、かつての中世日根荘の
農村風景に思いを馳せることができます。
※絵図の写真は、歴史館いずみさの所蔵の複製を使用（原本は宮内庁書陵部所蔵）

▶
野
々
宮
跡
石
碑

▲
丹
生
神
社（

本
殿
）

◀
日
根
野
村
絵
図
に
記

さ
れ
た
「
丹
生
大
明
神
」

い
ず
み
さ
の
昔
と
今 

第
287
回

レイクアルスタープラザ・レイクアルスタープラザ・
カワサキ歴史館いずみさのカワサキ歴史館いずみさの

☎469-7140 Fax469-7141☎469-7140 Fax469-7141
休館日休館日　　月曜日、祝日（祝月曜日、祝日（祝
日が月曜日の場合は月曜日日が月曜日の場合は月曜日
と火曜日が休館）と火曜日が休館）
開館時間開館時間
午前9時～午後5時午前9時～午後5時
（入館は午後4時30分まで）（入館は午後4時30分まで）
入館料入館料　無料　無料

「
泉
佐
野
の
画
家 

―
向
井
久
万
と
創
造
美
術
―
」

佐
野
市
史
研
究 

第
９
号
」）。
こ
の

こ
と
か
ら
画
塾
へ
の
入
塾
は
、
必

ず
し
も
久
万
自
身
が
強
く
望
ん
で

の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

昭
和
20
（
１
９
４
５
）
年
、
第

二
次
世
界
大
戦
の
敗
北
後
、
西
洋

文
化
の
優
位
性
か
ら
日
本
画
の
存

在
意
義
が
問
わ
れ
る
状
況
と
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。
新
文
展
は
戦
後

に
日
展
（
日
本
美
術
展
覧
会
）
と

改
称
す
る
な
ど
、
日
本
の
美
術
界

で
大
き
な
改
革
が
行
わ
れ
ま
す
。

久
万
は
昭
和
22
（
１
９
４
７
）
年
、

朝
日
新
聞
社
主
催
現
代
美
術
展
に

「
裸
婦
」
を
出
品
す
る
な
ど
、
精
力

的
に
活
動
を
続
け
ま
し
た
。
絵
を

描
き
続
け
な
が
ら
、
彼
は
新
た
な

活
動
を
始
め
ま
す
。
久
万
は
「
今

迄
の
塾
制
度
に
反
発
を
感
じ
る
者
」

た
ち
と
京
都
で
定
期
的
な
会
合
を

持
ち
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
画
壇
の

動
向
や
、
絵
を
か
く
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
語
り
合
う
と
と
も
に
、

東
京
側
の
画
家
と
合
流
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
23
（
１
９
４
８
）
年
、
久

万
は
上
村
松
篁
や
秋
野
堅
二
ら
数

人
の
画
家
と
と
も
に
「
創
造
美
術
」

（
の
ち
の
創
画
会
）
を
結
成
し
、
東

京
で
は
１
月
26
日
、
京
都
で
は

同
月
28
日
と
、
そ
れ
ぞ
れ
で
発
会

式
を
行
い
ま
し
た
。
創
造
美
術
結

成
以
後
、
久
万
は
裸
婦
や
仏
画
な

ど
、
様
々
な
も
の
を
モ
チ
ー
フ
に

描
き
続
け
ま
す
。
そ
し
て
昭
和
26

（
１
９
５
１
）
年
、
創
造
美
術
は
洋

画
団
体
・
新
制
作
派
協
会
と
合
同

と
な
り
、
新
制
作
協
会
日
本
画
部

と
な
り
ま
し
た
。

　

久
万
に
と
っ
て
他
の
画
家
と
交
流

を
す
る
こ
と
は
、
自
身
の
作
風
に

変
化
を
与
え
る
良
い
機
会
で
あ
っ
た

の
で
し
ょ
う
。
こ
れ
以
後
、「
浮
遊
」

や
「
聖
観
音
」、「
半
跏
」
な
ど
、
没

す
る
直
前
ま
で
筆
を
休
ま
せ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
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視
覚
障
害
者
向
け　

対
面
朗
読
サ
ー
ビ
ス　

利
用
に
は
事
前
の
申
込
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ
中
央
図
書
館
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

【レイクアルスタープラザ・カワサキ中央図書館】
5日㈫、11日㈪、18日㈪、25日㈪、28日㈭は休館
開館時間　午前9時30分～午後7時（日曜・祝日は午後5時まで）
☎469-7130 Fax469-7131
【佐野・長南・日根野公民館 図書室】
毎週月曜日、5日㈫、23日㈷、28日㈭は休館
利用時間　午前9時30分～午後5時
佐野公民館 図書室 ☎463-6035 長南公民館 図書室 ☎465-1101
日根野公民館 図書室 ☎468-0808 
【北部公民館図書室 ☎469-5171】
3日㈷、4日㉁、17日㈰、23日㈷、24日㈰、28日㈭は休館
利用時間　午前10時30分～午後6時

ステーション名 11月 12月 曜日 時 間（午 後） ステーション名 11月 12月 曜日 時 間（午 後）

末広小学校正門 6日
27日 18日

水

1時00分～2時00分 府営鶴原中央住宅集会所 8日
29日 20日

金

2時10分～3時10分

長滝町会館 6日
27日 18日 2時20分～3時20分 上瓦屋ちびっこ広場 8日

29日 20日 3時30分～4時30分

上大木河原織布前 6日
27日 18日 3時50分～4時30分 大木小学校運動場前 15日 6日

27日 1時10分～2時10分

第三小学校 20日 11日 1時00分～2時00分 府営長滝住宅集会所 15日 6日
27日 2時40分～3時40分

府営泉ケ丘住宅集会所 20日 11日 2時40分～3時40分 府営佐野台住宅
一斉清掃ゴミ置き場前 9日 7日

28日

土

1時15分～2時15分

佐野台小学校東門 13日 4日
25日 1時25分～2時25分 貝田町会館 9日 7日

28日 2時30分～3時10分

上之郷小学校裏門 21日 19日

木

1時10分～2時10分 新家町会館 9日 7日
28日 3時30分～4時30分

安松町会館 21日 19日 2時30分～3時10分 樫井西町若宮神社境内 16日 14日 1時00分～2時00分

西出町会館 7日 5日 2時20分～3時00分 府営羽倉崎住宅
中央集会所 16日 14日 2時15分～3時15分

府営鶴原北住宅集会所 7日 5日 3時30分～4時30分 湊町会館 16日 14日 3時40分～4時30分

日新小学校南門 1日
22日 13日

金

1時10分～2時10分 羽倉崎実行組合集会所（旧JA
大阪泉州羽倉崎支店）駐車場

2日
30日 21日 1時20分～2時00分

野々地蔵町内会館 1日
22日 13日 2時50分～3時30分 いこらも～る泉佐野

臨時駐車場
2日
30日 21日 2時20分～3時20分

土丸長生会館 1日
22日 13日 3時50分～4時30分 北中ちびっこ広場 2日

30日 21日 3時30分～4時30分

移動図書館 いちょう号巡回表 ※交通事情・天候などにより、遅れたり予定を変更したりする場合があります。

おはなし会
　絵本の読み聞かせや手遊び
などをします。
日時　11月20日㈬、12月4
日㈬ 午前11時～11時30分
場所　レイクアルスタープラ
ザ・カワサキ中央図書館 2階
視聴覚室
※申込不要、参加無料

日曜・祝日おはなし会
　絵本の読み聞かせや紙芝居など
を行います。おはなし会に来たこ
とがない人、大歓迎！絵本の楽し
み方や読み聞かせにおすすめの絵
本の紹介もあります。
日時　11月23日㈷
　　　午後2時～3時
場所　レイクアルスタープラザ・
カワサキ中央図書館 2階視聴覚室
定員　50人（先着順）
出演　クローバー
※申込不要、参加無料

新着図書案内
【一般書】▶まなの本棚（芦田愛菜）▶「お
金持ち列車」の乗り方（末岡よしのり）
▶仕事ごっこ（沢渡あまね）
【児童書】▶でんしゃにんじゃ（藤本とも
ひこ）▶おかあさん!（塚本やすし）▶お
ろろんおろろん（石黒亜矢子）
※上記以外の新着図書については、問い
合わせてください。

　いっしょに楽しもう！
絵本の読み聞かせ　

　絵本の選び方、読み聞かせのコツ、手遊
びなどを一緒に学んでみませんか？おはな
しボランティアに興味がある人も大歓迎で
す！　※子どもと一緒に参加可
日時　11月23日㈷
　　　午後0時30分～ 1時30分
講師　クローバー（おはなしボランティア
グループ）
場所・問合先　レイクアルスタープラザ・
カワサキ中央図書館
※申込不要、参加無料

図書館 DE ボードゲーム！
　ワイワイ楽しむものから一人でじっくり遊ぶものまで、奥が深
いボードゲームを体験してみませんか？
日時　11月24日㈰ 午後2時～4時
対象　小・中学生（保護者の付き添い可）
定員　20人（先着順）
協力　遊べるボードゲーム屋 Familie
場所・申込・問合先　11月7日㈭ 午前9時30分以降に電話または
直接レイクアルスタープラザ・カワサキ中央図書館へ
※参加無料 
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文
化
・
教
養

【受付時間】
●レイクアルスタープラザ・カワサキ生涯学習センター、佐野・長南・日根野公民館
火～日曜日（祝・休日除く） 午前9時～午後5時
●いずみさの女性センター　火～土曜日（祝・休日除く）午前9時～午後5時15分
●北部市民交流センター本館、北部公民館　月～土曜日（祝・休日除く）午前9時～午後8時
●南部市民交流センター本館　月～金曜日（祝・休日除く）午前9時～午後5時
●南部市民交流センター青少年センター　月～金曜日（祝・休日除く）午前9時～午後5時
●レイクアルスタープラザ・カワサキ歴史館いずみさの
火～日曜日（祝日除く。月曜日が祝日の場合は、月曜日と火曜日が休館）午前9時～午後5時
●J:COM末広体育館（市民総合体育館）　
火～日曜日（祝日除く。日・月曜日が祝日の場合、火曜日は受付不可） 午前9時～午後5時15分

※祝日の開館状況は各施設に問い合わせてください。
　また、身体の障害などにより、配慮が必要な場合は申込時にお知らせください。

イベ
ント

イベ
ント

イン
フォ

イン
フォ

  メー
ショ
ン

  メー
ショ
ンイベ

ント
イベ
ント

イン
フォ

イン
フォ

  メー
ショ
ン

  メー
ショ
ンイベ

ント

イン
フォ

  メー
ショ
ン

健　

康

歴　

史

相　

談

福　

祉

そ
の
他

イベ
ント

イベ
ント

イン
フォ

イン
フォ

  メー
ショ
ン

  メー
ショ
ンイベ

ント
イベ
ント

イン
フォ

イン
フォ

  メー
ショ
ン

  メー
ショ
ンイベ

ント

イン
フォ

  メー
ショ
ン

文
化
・
教
養

文
化
・
教
養

北
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

本
館
・

北
部
公
民
館

☎
４
６
４・
５
７
２
５

Fax
４
６
９・
２
２
８
４

■
北
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

　

模
擬
店
、
ク
ラ
ブ
サ
ー
ク
ル
作
品
展

示
、
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
作
家
の
作
品
販
売

や
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー

な
ど
、
午
後
か
ら
は
講
座
生
の
発
表
、

ク
イ
ズ
大
会
、
豪
華
景
品
が
当
た
る
大

抽
選
会
な
ど
、
み
ん
な
で
楽
し
め
る
催

し
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
気
軽
に
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

開
催
日　

11
月
10
日
㈰

時
間　

模
擬
店
：
午
前
10
時
〜

　
　
　

イ
ベ
ン
ト
：
午
後
１
時
30
分
〜

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料
（
販
売
物
・

体
験
は
実
費
）

■  

ア
ー
テ
ィ
フ
ィ
シ
ャ
ル
フ
ラ
ワ
ー
で

つ
く
る
き
ら
び
や
か
な
お
正
月
飾
り

　

美
し
さ
長
持
ち
の
ア
ー
テ
ィ
フ
ィ

シ
ャ
ル
フ
ラ
ワ
ー
と
ロ
ー
プ
リ
ー
ス
を

使
っ
て
き
ら
び
や
か
な
お
正
月
飾
り
を

作
り
ま
せ
ん
か
。

日
時　

12
月
４
日
㈬

　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

■   

ミ
ニ
チ
ュ
ア
粘
土
で

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

　

毛
糸
の
ツ
リ
ー
に
、
ミ
ニ
チ
ュ
ア
粘

土
で
サ
ン
タ
や
雪
だ
る
ま
を
作
り
飾
り

つ
け
ま
す
。

日
時　

11
月
30
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

対
象　

小
学
生
以
上

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

講
師　

吉
元
梨
沙
さ
ん
（
ミ
ニ
チ
ュ
ア

粘
土
細
工
講
師
）

受
講
料　

７
０
０
円
（
材
料
費
含
む
）

申
込　

11
月
６
日
㈬
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
受
講
料
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
11
月
27
日
㈬
ま
で

■ 

自
然
素
材
で
お
家
の
お
手
入
れ

　

合
成
洗
剤
、
殺
虫
・
殺
菌
剤
は
使
わ

ず
、
お
酢
や
重
曹
、
オ
リ
ー
ブ
油
、
純

石
鹸
、
ホ
ウ
酸
な
ど
を
使
っ
た
お
手
入

れ
の
仕
方
を
学
び
ま
す
。

日
時　

11
月
22
日
㈮

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

講
師　

袋
谷
幸
宏
さ
ん
（
無
添
加
ス
タ

イ
ル
ふ
く
ろ
や
）

受
講
料　

２
０
０
円

持
ち
物　

筆
記
用
具

■
漢
字
検
定
前
対
策
講
座
（
全
５
回
）

　

漢
字
検
定
合
格
に
向
け
て
一
緒
に
勉

強
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　

12
月
７
日
㈯
・
14
日
㈯
、
来
年

１
月
11
日
㈯
・
18
日
㈯
、
２
月
１
日
㈯ 

午
後
４
時
〜
５
時
30
分

対
象　

漢
字
検
定
の
受
験
を
考
え
て
い

る
人

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

講
師　

西
願
左
知
子
さ
ん
（
北
部
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
本
館
登
録
講
師
）

受
講
料　

２
，
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト

代
含
む
）

申
込　

11
月
５
日
㈫
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
受
講
料
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
11
月
25
日
㈪
ま
で 

■
第
３
回 

日
本
漢
字
能
力
検
定

（
２
〜
10
級
）

日
時　

来
年
２
月
８
日
㈯

　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時

申
込　

11
月
５
日
㈫
以
降
に
電
話
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
。
受
講
料
の
納
入
・
キ
ャ

ン
セ
ル
は
11
月
18
日
㈪
ま
で

講
師　

川
﨑
陽
子
さ
ん
（
北
部
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
本
館
登
録
講
師
）

受
講
料

３
，
０
０
０
円
（
材
料
費
含
む
）

持
ち
物　

は
さ
み

申
込　

11
月
６
日
㈬
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
受
講
料
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
11
月
20
日
㈬
ま
で

（
一
財
）
泉
佐
野
み
ど
り
推
進
機
構

り
ん
く
う
中
央
公
園

☎
４
６
９・
３
３
３
２

■
癒
さ
れ
w
e
e
k

時
間　
　
　
　
　
　
　

①
②
④

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
0
時
30
分

③
午
前
10
時
〜
午
後
0
時
30
分

②
④
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

定
員　

各
12
人
（
先
着
順
）

講
師　

①
②
太
田
知
佳
子
さ
ん

（
ア
ト
リ
エ
フ
ル
ー
ル
）

③
後
藤
昭
美
さ
ん（
キ
ャ
ン
デ
ィ
ポ
ム
）

④
砂
田
里
美
さ
ん（
ハ
ー
ト
ル
ー
ジ
ュ
）

受
講
料　

２
，
５
０
０
円

（
材
料
費
・
資
料
代
含
む
）

持
ち
物
（
①
②
③
の
み
）

は
さ
み
、
持
ち
帰
り
用
袋

申
込　

開
催
日
の
3
日
前
ま
で

開
催
日

（
11
月
）

講 

座 

名 

①
16
日
㈯
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム

②
19
日
㈫
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー

③
21
日
㈭
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ラ
ワ
ー

④
22
日
㈮
今
さ
ら
聞
け
な
い
メ
イ

ク
の
や
り
方

※
10
〜
８
級
は
２
時
40
分
ま
で

受
験
料　

10
〜
８
級
１
，
５
０
０
円
、
７

〜
５
級
２
，０
０
０
円
、４
〜
準
２
級
２
，

５
０
０
円
、
２
級
３
，
５
０
０
円

申
込　

11
月
１
日
㈮
以
降
に
受
験
料
を

持
参
し
事
務
室
へ
。
申
込
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
12
月
25
日
㈬ 

午
後
５
時
ま
で
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文
化
・
教
養

健　

康

歴　

史

相　

談

福　

祉

そ
の
他

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

佐
野
公
民
館☎

４
６
３・
６
１
８
１

Fax
４
６
９・
２
２
４
３

※各施設の受付時間は、21ページをご覧ください。

 

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ

 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
４
６
９・
７
１
２
０

Fax
４
６
９・
７
１
２
１

■ 

羊
毛
フ
ェ
ル
ト
で

サ
ン
タ
さ
ん
を
作
ろ
う
！

　

羊
毛
フ
ェ
ル
ト
の
手
芸
と
は
、
羊
毛

の
か
た
ま
り
を
専
用
の
針
で
サ
ク
サ
ク

と
刺
す
こ
と
で
繊
維
が
絡
ま
り
合
っ
て

い
き
、
形
が
作
れ
ま
す
。
フ
ワ
フ
ワ
＆

も
こ
も
こ
の
か
わ
い
い
サ
ン
タ
さ
ん
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時　

12
月
３
日
㈫ 

午
前
10
時
〜
正
午

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

講
師　

山
崎
澄
子
さ
ん
（
ク
ラ
フ
ト
作

家
）

材
料
費　

１
，
０
０
０
円　

※
針
と
マ
ッ
ト
付
き

申
込　

11
月
13
日
㈬
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
11
月
22
日
㈮
ま
で

※
一
時
保
育

（
若
干
名
・

先
着
順
）
あ

り
、
希
望
者

は
申
込
時
に

茶
道
「
な
ご
み
会
」

　

一
服
の
お
茶
を
通
し
て
お
作
法
を
学

び
、
心
の
ゆ
と
り
を
持
ち
ま
せ
ん
か
？

活
動
日
時　

第
２・
４
水
曜
日 

午
後

４
時
〜
６
時
、
午
後
７
時
〜
９
時

※
活
動
時
間
に
直
接
見
学
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

■
【
ア
ン
コ
ー
ル
企
画
】
良
い
年
迎
え

よ
う
！
そ
ば
打
ち
体
験
講
座

　

講
師
が
打
っ
た
そ
ば
を
ざ
る
そ
ば
・

お
ろ
し
そ
ば
・
鴨
南
蛮
（
ま
た
は
肉
そ

ば
）の
３
種
類
で
試
食
し
、自
分
が
打
っ

た
そ
ば
は
出
汁
付
き
で
持
ち
帰
っ
て
も

■
【
ア
ン
コ
ー
ル
企
画
】

お
正
月
飾
り
講
座

　

ハ
イ
セ
ン
ス
な
カ
ラ
ー
タ
ッ
セ
ル
を

使
っ
た
、
ひ
と
味
違
う 

お
洒
落
な
し

め
縄
を
作
り
ま
し
ょ
う
！

　

タ
ッ
セ
ル
ベ
ー
ス
は
マ
ー
ブ
ル
グ

リ
ー
ン
、
紫
、
赤
の
３
色
か
ら
選
択
。

日
時　

12
月
17
日
㈫

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

※
昨
年
未
受
講
者
優
先

■ 
グ
リ
コ 

デ
コ
ポ
ッ
キ
ー
教
室

　
「
身
近
な
食
べ
物
の
栄
養
」
な
ど
の

食
育
の
お
話
の
後
、
カ
ラ
ー
シ
ュ
ガ
ー

や
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ペ
ン
を
使
っ
て
、
自

分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ポ
ッ
キ
ー
を
作

り
ま
し
ょ
う
。
完
成
品
は
持
ち
帰
り
い

た
だ
け
ま
す
。

日
時　

11
月
30
日
㈯

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

対
象　

小
学
生

定
員　

32
人
（
先
着
順
）

講
師　

江
崎
グ
リ
コ
株
式
会
社 

グ
リ

■
ク
リ
ス
マ
ス
に

フ
ル
ー
ツ
の
パ
ン
ビ
ー
を
作
ろ
う

　

パ
ン
ビ
ー
は
焼
き
型
を
使
わ
ず
に
手

軽
に
焼
け
る
ビ
ス
キ
ュ
イ
（
卵
を
別
立

て
で
作
る
生
地
）
に
、
生
ク
リ
ー
ム
と

フ
ル
ー
ツ
を
サ
ン
ド
し
た
、
ふ
ん
わ

り
と
し
た
食
感
の
ス
ポ
ン
ジ
ケ
ー
キ
で

す
。
直
径
約
15
㎝
の
ド
ー
ム
型
に
焼
き

上
げ
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
飾
り
を
使
っ
て

仕
上
げ
ま
す
。

日
時　

12
月
３
日
㈫

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

講
師　

谷　

由
美
さ
ん
（
生
涯
学
習
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
）

材
料
費　

１
，
０
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
ふ
き
ん
（
台
拭

き
用
１
枚
・
食
器
拭
き
用
２
枚
）、
三

角
巾
、
筆
記
用
具
、
持
ち
帰
り
用
容
器

（
直
径
約
18
㎝
の
丸
形
ケ
ー
キ
が
入
る

も
の
）、
保
冷
バ
ッ
グ
、
保
冷
剤

ら
う
超
お
得
な
講
座
で
す
。
本
格
的
な

そ
ば
打
ち
を
体
験
し
て
く
だ
さ
い
！

日
時　

12
月
14
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時
30
分

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

24
人
（
先
着
順
）

講
師　

井
野
榮
二
さ
ん
（
全
国
麺
類
文

化
地
域
間 

交
流
協
議
会
認
定
３
段 

堺

そ
ば
打
ち
教
室
代
表
）
他

材
料
費　

２
，
０
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ
ス

ク
、
ふ
き
ん
２
枚
、
筆
記
用
具
、
持
ち

帰
り
用
容
器
（
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
簡
易
弁

当
箱
程
度
）、
５
０
０
㎖
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

申
込　

11
月
７
日
㈭
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
12
月
７

日
㈯
ま
で

※
一
時
保
育

（
若
干
名
・

先
着
順
）
あ

り
、
希
望
者

は
申
込
時
に

講
師　

中
林
正
恵
さ
ん
（
ド
ラ
イ
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト la lira 

主
宰
）

材
料
費　

１
，
５
０
０
円

持
ち
物　

は
さ
み
、
持
ち
帰
り
用
袋

申
込　

11
月
８
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
12
月
８
日
㈰
ま
で

※
一
時
保
育

（
若
干
名
・

先
着
順
）
あ

り
、
希
望
者

は
申
込
時
に

コ
お
客
様
セ
ン
タ
ー
社
員 　

持
ち
物　

筆
記
用
具

申
込　

11
月
７
日
㈭
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
キ
ャ
ン
セ
ル
は
11
月
20
日
㈬

ま
で

※
受
講
無
料
。「
乳
・
小
麦
・
大
豆
・

ゼ
ラ
チ
ン
」
を
含
む
食
品
を
使
用
し
ま

す
。
ま
た
製
造
ラ
イ
ン
で
は
、「
卵
・

そ
ば
・
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
・
か
に
・
え
び
」

を
含
む
製
品
を
生
産
し
て
い
ま
す
。
な

お
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
人
は
必
ず
、

事
前
に
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

日
根
野
公
民
館☎

４
５
０・
３
９
０
０

Fax
４
６
８・
０
０
１
１

■ 

ト
ロ
ッ
ケ
ン
ゲ
ビ
ン
デ
講
座　

　

ド
イ
ツ
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
、
素
朴

で
格
調
高
い
民
芸
ク
ラ
フ
ト
で
す
。

日
時　

11
月
22
日
㈮ 

午
前
10
時
〜
正
午

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

15
人
（
先
着
順
） 

講
師　

西
森
豊
恵
さ
ん
（
ト
ロ
ッ
ケ
ン

ゲ
ビ
ン
デ
１
級
講
師
）

材
料
費　

１
，
０
０
０
円

持
ち
物　

ク
ラ
フ
ト
用
の
は
さ
み
、
ラ

ジ
オ
ペ
ン
チ
（
先
の
尖
っ
た
も
の
）
、

木
工
用
ボ
ン
ド
、
持
ち
帰
り
用
袋

申
込　

11
月
６
日
㈬
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
11
月
15
日
㈮
ま
で

■ 

ボ
ー
ル
ペ
ン
字
講
座

〜
住
所
と
名
前
を
き
れ
い
に
書
こ
う
〜

日
時　

12
月
６
日
㈮ 

午
前
10
時
〜
正
午

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

講
師　

金
重
暁
子
さ
ん

材
料
費　

１
０
０
円

持
ち
物　

ボ
ー
ル
ペ
ン
、
下
敷
き
用
の

ノ
ー
ト　

申
込　

11
月
15
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
11
月
29
日
㈮
ま
で

申
込　

11
月
12
日
㈫
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
11
月
22
日
㈮
ま
で
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文
化
・
教
養

長
南
公
民
館

☎
４
６
５
・
０
７
８
６

Fax
４
６
５
・
１
１
０
３

※各施設の受付時間は、21ページをご覧ください。

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

■
手
軽
に
作
ろ
う
ヘ
ル
シ
ー
ご
は
ん
③

　

冬
野
菜
を
た
っ
ぷ
り
食
べ
る
工
夫
で
、

食
卓
を
に
ぎ
や
か
に
し
ま
し
ょ
う
！

日
時　

11
月
24
日
㈰

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

メ
ニ
ュ
ー　

コ
ー
ヒ
ー
チ
キ
ン
、
タ
ラ

モ
サ
ラ
ダ
、
即
席
べ
っ
た
ら
漬
け
、
野

菜
た
っ
ぷ
り
す
い
と
ん

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

講
師　

松
尾
登
美
子
さ
ん（

管
理
栄
養
士
）

材
料
費　

８
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き

ん
、
マ
ス
ク

申
込　

11
月
６
日
㈬
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
11
月
16
日
㈯
ま
で

■
今
年
も
も
う
終
わ
り
！

気
持
ち
を
切
替
え 

年
末
収
納

〜
基
礎
編
〜

　

年
末
年
始
は
ど
う
し
て
も
忙
し
く
な

り
が
ち
で
す
。
節
約
＆
時
短
で
で
き
る

収
納
の
知
識
と
掃
除
・
収
納
の
年
間
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
紹
介
し
ま
す
。

日
時　

12
月
１
日
㈰ 

午
前
10
時
〜
正
午

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

講
師　

藤
田
眞
由
美
さ
ん
（
お
掃
除
・

収
納
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

申
込　

11
月
７
日
㈭
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
キ
ャ
ン
セ
ル
は
11
月
24
日
㈰

ま
で

※
受
講
無
料
。
粗
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。

■ 

陶
芸
で
オ
リ
ジ
ナ
ル　

ク
リ
ス
マ
ス

グ
ッ
ズ
に
挑
戦　

　

リ
ー
ス
、
壁
掛
け
ツ
リ
ー
、
ラ
ン
タ

ン
の
中
か
ら
１
つ
選
べ
ま
す
。
あ
な
た

は
、
ど
れ
を
作
り
ま
す
か
？

日
時　

11
月
９
日
㈯ 

午
後
２
時
〜
４
時

場
所　

ら
い
ふ
ら
い
ん
ぷ
ら
ざ
い
ず
み

さ
の
２
階

対
象　

小
・
中
学
生
と
保
護
者

定
員　

20
人
（
先
着
順
） 

講
師　

岩
橋
徳
治
さ
ん

材
料
費　

１
，
０
０
０
円

申
込　

11
月
１
日
㈮
以
降
に
電
話
で
。

材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ
ル
は
11
月

７
日
㈭
ま
で

※
お
皿
、
お
椀
、
マ
グ
カ
ッ
プ
な
ど
を

作
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
子
ど
も
の
み

の
参
加
可
、
大
人
の
み
不
可
。
見
学
は

で
き
ま
せ
ん
。

■
編
み
ぐ
る
み
作
り
（
全
２
回
）

　

来
年
の
幸
せ
の
干
支
、子
（
ね
ず
み
）

を
か
ぎ
針
編
み
で
作
り
ま
す
。

日
時　

11
月
29
日
㈮
、
12
月
６
日
㈮

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

講
師　

馬
場
春
美
さ
ん

（
長
南
公
民
館
登
録
ク
ラ
ブ
講
師
）

材
料
費　

●
小
１
体
…
６
５
０
円

●
大
小
２
体
…
１
，
３
０
０
円

持
ち
物　

か
ぎ
針
５
号
、
と
じ
針
（
太

め
）、
は
さ
み
、
30
㎝
定
規
、
筆
記
用
具

申
込　

11
月
６
日
㈬
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
11
月
14
日
㈭
ま
で

南
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

青
少
年
セ
ン
タ
ー

☎
４
６
６
・
１
７
４
５

Fax
４
６
６
・
１
７
７
９

■ 

秋
の
実
り
ポ
テ
ト
ピ
ザ
＆
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
ピ
ザ　

　

さ
つ
ま
い
も
と
じ
ゃ
が
い
も
を
使
っ

南
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

本
館

☎
４
６
６・
１
６
４
１

Fax
４
６
６・
４
７
４
４

■
か
ん
た
ん
手
づ
く
り
講
座

「 

干
支
の
置
物
」

　

来
年
の
干
支
「
ね
ず
み
」
の
置
物
を

作
り
ま
す
。

日
時　

11
月
29
日
㈮ 

午
後
１
時
〜
３
時

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

講
師　

﨑
山
壽
美
子
さ
ん

材
料
費　

５
０
０
円

持
ち
物　

裁
縫
道
具
、
は
さ
み
、
手
芸

用
ボ
ン
ド

申
込　

11
月
５

日
㈫
以
降
に
本

人
が
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で

■
パ
パ
・
マ
マ
ク
ッ
キ
ン
グ

「
ほ
っ
と
す
る
作
り
置
き
鍋
」

〜
た
ま
に
は
こ
ん
な
お
で
ん
も
〜

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

日
時　

11
月
19
日
㈫

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

メ
ニ
ュ
ー　

み
そ
お
で
ん
、
秋
刀
魚
ご

は
ん
、
は
ん
ぺ
ん
の
す
ま
し
汁
、
蕪
の

三
品
漬
け
、
芋
よ
う
か
ん

対
象　

健
康
や
栄
養
に
関
心
の
あ
る
人

定
員　

男
女
各
10
人
（
先
着
順
）

講
師　

伊
崎
眞
弓
さ
ん
（
栄
養
士
）

材
料
費　

１
，
０
０
０
円

■
手
づ
く
り
お
菓
子
の
教
室

「
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
」

　

い
ち
ご
を
使
っ
た
四
角
い
ケ
ー
キ
で

す
。

日
時　

12
月
２
日
㈪ 

午
前
10
時
〜
正
午

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

講
師　

木
村
明
美
さ
ん

材
料
費　

１
，
５
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
、
三
角

巾
、
ふ
き
ん
、
筆
記
用
具
、
持
ち
帰
り

用
容
器
（
ケ
ー
キ
は
約
15
㎝
四
方
）

申
込　

11
月
５
日
㈫
以
降
に
本
人
が
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

た
照
り
焼
き
チ
キ
ン
ピ
ザ
と
、
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
の
ピ
ザ
を
ハ
ー
フ
＆
ハ
ー
フ

で
作
り
ま
す
。

日
時　

11
月
16
日
㈯

　
　
　

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

場
所　

南
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
本
館

対
象　

小
・
中
学
生

定
員　

20
人
（
先
着
順
） 

講
師　

森
永
直
子
さ
ん

（bananashoku

堂
）

材
料
費　

３
０
０
円

申
込　

11
月
１

日
㈮
以
降
に
電

話
で
。
材
料
費

の
納
入
・
キ
ャ

ン
セ
ル
は
11
月

７
日
㈭
ま
で

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
、
三
角

巾
、
ふ
き
ん
２
枚
、
筆
記
用
具

申
込　

11
月
５
日
㈫
以
降
に
本
人
が
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

健　

康

歴　

史

相　

談

福　

祉

そ
の
他
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文
化
・
教
養

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

 

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ

 

中
央
図
書
館☎

４
６
９・
７
１
３
０

Fax
４
６
９・
７
１
３
１

■
カ
レ
ン
先
生
の
英
語
で
お
は
な
し
会

　

０
歳
か
ら
楽
し
め
る
英
語
の
お
は
な

し
会
で
す
。
絵
本
や
手
遊
び
を
通
じ
て

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
英
語
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
！ 　

日
時　

11
月
13
日
㈬
・
27
日
㈬ 

午
前

11
時
〜
11
時
30
分
（
開
場
：
午
前
10
時

50
分
）

定
員　

各
80
人
（
先
着
順
）

講
師　

塩
田
カ
レ
ン
さ
ん
・
塩
田
和
明

さ
ん
（
カ
レ
ン
先
生
合
同
会
社
）　　

※
申
込
不
要
。
都
合
に
よ
り
日
本
語
の
お

は
な
し
会
に
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

■
ク
リ
ス
マ
ス
お
た
の
し
み
会

「
ぺ
た
ぺ
た
ツ
リ
ー
の

ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
を
つ
く
ろ
う
！
」

　

自
分
だ
け
の
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
を

作
っ
て
大
切
な
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

※各施設の受付時間は、21ページをご覧ください。

■
土
曜
子
ど
も
シ
ア
タ
ー

「
レ
ス
キ
ュ
ー
せ
ん
エ
リ
ア
ス
と

海
で
は
た
ら
く
仲
間
た
ち
」

日
時　

11
月
９
日
㈯

　
　
　

午
後
２
時
〜（
上
映
時
間
78
分
）

定
員　

80
人
（
先
着
順
）

※
毎
月
第
２
土
曜
日
に
子
ど
も
向
け

「
映
画
会
」
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※
申
込
不
要
、
入
場
無
料

し
ょ
う
！
ク
リ
ス
マ
ス
の
ミ
ニ
お
は
な

し
会
も
あ
り
ま
す
。

日
時　

12
月
８
日
㈰

　
　
　

午
後
２
時
〜
２
時
30
分

対
象　

３
歳
〜
小
学
生
と
保
護
者
（
小

学
生
は
子
ど
も
だ
け
の
参
加
可
）

定
員　

20
組
（
先
着
順
）

持
ち
物　

の
り
、
色
え
ん
ぴ
つ

申
込　

11
月
12
日
㈫ 

午
前
９
時
30
分

以
降
に
電
話
ま
た
は
直
接

※
参
加
無
料

 

■
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動

期
間
（
11
月
12
日
〜
25
日
）
事
業

泉
佐
野
市
男
女
共
同
参
画
部
会
共
同
企

画 

パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
の
小
物
づ
く
り

「
か
ご
編
み
の
壁
か
け
を
つ
く
ろ
う
！
」

　

女
性
に
対
す
る
暴
力
根
絶
運
動
の
シ

ン
ボ
ル
で
あ
る
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
を
ア

ク
セ
ン
ト
に
し
た
か
ご
編
み
の
壁
か
け

を
作
り
ま
す
。

※
男
性
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時　

11
月
22
日
㈮ 

午
後
１
時
〜
３
時

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・

カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

講
師　

山
崎
澄
子
さ
ん
（H

eart

工
房

C
ha-C

ha

ク
ラ
フ
ト
作
家
）

申
込　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

各
種
文
化
・
教
養

■
Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
サ
イ
エ
ン
ス
・
キ
ャ
ン
パ
ス

「
手
を
触
れ
ず
に

Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
光
ら
せ
よ
う
!?
」

　

手
品
の
よ
う
に
手
を
触
れ
ず
に
Ｌ
Ｅ

Ｄ
ラ
イ
ト
を
光
ら
せ
ま
す
。
ど
う
し
て

で
き
る
の
か
な
？

　

大
阪
府
立
大
学  

大
学
院
生
の
お
ね

え
さ
ん
た
ち
と
楽
し
い
理
科
実
験
を
し

な
が
ら
、
い
っ
し
ょ
に
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
？

日
時　

11
月
30
日
㈯ 

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・

カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

対
象　

小
学
生
と
保
護
者

定
員　

15
組
（
先
着
順
）

講
師　

大
阪
府
立
大
学 

理
系
女
子
大

学
院
生
チ
ー
ム
Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｓ（
ア
イ
リ
ス
）

材
料
費　

３
０
０
円

持
ち
物　

筆
記
用
具
、
は
さ
み
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
下
敷
き
、ウ
ー
ル
製
品（
マ

フ
ラ
ー
な
ど
）

主
催　

南
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
青
少

年
セ
ン
タ
ー
、
い
ず
み
さ
の
女
性
セ
ン

タ
ー

■ 

漢
字
検
定

日
時　

来
年
２
月
８
日
㈯ 

午
後
１
時

30
分
〜
５
時
（
級
別
）

検
定
会
場　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ

ザ
・
カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

定
員
（
先
着
順
）

●
10
〜
６
級
：
60
人

●
５
〜
２
級
：
60
人

検
定
料
（
級
別
）
１
，５
０
０
円
〜
３
，

５
０
０
円

申
込
・
問
合
先　

11
月
12
日
㈫
〜
12

月
14
日
㈯
（
日
・
月
曜
日
、
祝
日
除

く
）
の
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
に
検
定

料
を
持
参
の
う
え
生
涯
学
習
課
（
☎

４
６
９
・
７
１
３
２
、
中
央
図
書
館
地

下
）
へ
。
キ
ャ
ン
セ
ル
は
12
月
14
日
㈯ 

午
後
５
時
ま
で

■
ｉ
ｃ
ａ
（
泉
佐
野
地
球
交
流
協
会
）

申
込
・
問
合
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

泉
佐
野

地
球
交
流
協
会
（
ｉ
ｃ
ａ
）（
火
〜
土
曜

日 

午
前
10
時
〜
午
後
５
時 

☎
４
２
９
・

９
７
４
１ 

Fax
４
２
９・
９
７
４
２ 

ｅ

メ
ー
ル
：ica@

ica.gr.jp

）

【
ふ
れ
あ
い
交
流
祭
り
】

　

世
界
各
国
か
ら
日
本
語
を
勉
強
す
る

た
め
に
来
日
し
て
い
る
国
際
交
流
基
金

関
西
国
際
セ
ン
タ
ー
研
修
生
と
お
祭
り

気
分
で
交
流
し
ま
し
ょ
う
。

日
時　

11
月
23
日
㈷ 

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

国
際
交
流
基
金
関
西
国
際
セ
ン

タ
ー
（
田
尻
町
り
ん
く
う
ポ
ー
ト
北
３

番
地
の
14
）

内
容

●
ホ
ー
ル
…
世
界
の
民
族
衣
装
フ
ァ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
紹
介 

ほ
か

●
各
種
ブ
ー
ス
…
水
引
き
で
ス
ト
ラ
ッ

プ
、
茶
道
、
日
本
の
遊
び
ほ
か

 

主
催　

関
西
国
際
セ
ン
タ
ー
研
修
生
交

流
支
援
協
議
会

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

【
Ｇ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｙ
Ａ
パ
ー
テ
ィ
ー
】

〜
世
界
の
人
と
パ
ー
テ
ィ
ー
し
よ
う
〜

　

泉
州
地
域
に
在
住
ま
た
は
日
本
語
研

修
の
た
め
来
日
し
て
い
る
外
国
の
人
た

ち
と
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
雰
囲

気
で
今
年
の
疲
れ
を
吹
き
飛
ば
し
ま

し
ょ
う
。

日
時　

12
月
７
日
㈯ 

午
後
５
時
〜
７
時

（
受
付
：
４
時
30
分
〜
）

場
所　

南
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
本
館

定
員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

８
０
０
円

※
軽
食
付
き
（
立
食・ア
ル
コ
ー
ル
な
し
）

申
込　

11
月
29
日
㈮
ま
で

い
ず
み
さ
の
女
性
セ
ン
タ
ー

☎
Fax
４
６
９・
７
１
２
５

共
催　

大
阪
府
立
大
学
女
性
研
究
者
支

援
セ
ン
タ
ー

申
込　

11
月
１
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
11
月
22
日
㈮
ま
で

※
一
時
保
育
（
１
歳
〜
就
学
前
・
先
着

順
）
あ
り
、
希
望
者
は
申
込
時
に
（
締

切
：
11
月
16
日
㈯
）

※
受
講
無
料
。
一
時
保
育
（
１
歳
〜
就

学
前
）
あ
り
、希
望
者
は
申
込
時
に
（
締

切
：
11
月
９
日
㈯
）

健　

康

歴　

史

相　

談

福　

祉

そ
の
他
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文
化
・
教
養

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

※各施設の受付時間は、21ページをご覧ください。

歴　

史

歴　

史

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ

歴
史
館
い
ず
み
さ
の

☎
４
６
９
・
７
１
４
０

Fax
４
６
９
・
７
１
４
１

■
土
曜
れ
き
し
館
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

【
く
る
く
る
レ
イ
ン
ボ
ー
をつ

く
ろ
う
！
】

　

く
る
く
る
回
す
と
し
ゃ
ぼ
ん
玉
の
よ

う
な
輪
に
な
る
不
思
議
な
ス
テ
ィ
ッ
ク

を
つ
く
り
ま
す
。

日
時　

11
月
９
日
㈯

　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料
。
材
料
が
無

く
な
り
次
第
終
了
。
未
就
学
児
は
要
保

護
者
同
伴

【
水
墨
画
を
描
い
て
み
よ
う
！
】

　

か
ん
た
ん
な
水
墨
画
を
描
い
て
、
ミ

ニ
屏
風
を
つ
く
り
ま
す
。

■
秋
季
特
別
展
「
向
井
久
万
仏
画
展
」

　

11
月
17
日
㈰
か
ら
後
期
の
展
示
が
あ

り
ま
す
。

期
間　

12
月
22
日
㈰
ま
で
（
月
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）

時
間　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
（
入
館

は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

※
入
館
無
料
。
12
月
22
日
は
午
後
４
時

ま
で

■
陰
陽
道
史
特
論
補
遺

中
世
の
民
衆
・
民
間
信
仰
と
修
験
道
・

陰
陽
道 

（
全
６
回
）

第
３
回
「
中
世
社
会
と
民
衆
の
陰
陽
道
」

　

古
代
・
中
世
に
お
け
る
神
判
、
盟
神

探
湯
や
湯
起
請
と
い
っ
た
裁
判
に
立
ち

会
っ
た
宗
教
者
や
、
彼
ら
が
行
っ
た
祈

祷
に
つ
い
て
み
る
と
と
も
に
、
当
時
の

宗
教
者
が
民
衆
の
な
か
で
ど
の
よ
う
な

立
場
に
あ
っ
た
の
か
、
検
討
し
ま
す
。

日
時　

11
月
30
日
㈯ 

午
後
1
時
30
分

〜
3
時
（
受
付
：
午
後
1
時
〜
）

講
師　

細
田
慈
人
（
当
館
学
芸
員
）

定
員　

60
人
（
先
着
順
）

申
込　

直
接
ま
た
は
電
話
で

※
参
加
無
料

 

■
歴
史
学
講
座 

陰
陽
道
史
特
論

（
全
８
回
）

 

第
６
回
「
晴
明
伝
説
と
民
間
陰
陽
師
」

　

全
国
各
地
に
今
な
お
残
る
晴
明
伝
説

や
晴
明
霊
場
が
ど
の
よ
う
に
広
ま
っ
た

の
か
。
ま
た
、
だ
れ
が
広
め
て
い
っ
た

の
か
、
そ
の
謎
を
追
い
ま
す
。

日
時　

11
月
13
日
㈬ 

午
後
1
時
30
分

〜
3
時
（
受
付
：
午
後
1
時
〜
）

定
員　

60
人
（
先
着
順
）

講
師　

細
田
慈
人
（
当
館
学
芸
員
）

申
込　

直
接
ま
た
は
電
話
で

※
参
加
無
料

■
秋
季
館
長
講
演
会

「
完
成
し
た
古
代
の
都 

平
城
京
〜
都

市
計
画
の
基
本
と
そ
の
後
の
変
容
〜
」

 

日
時　

11
月
16
日
㈯ 

午
後
１
時
30
分

〜
３
時
（
受
付
：
午
後
1
時
〜
）

定
員　

60
人
（
先
着
順
）

講
師　

田
邉
征
夫
（
当
館
館
長
）

申
込　

直
接
ま
た
は
電
話
で

※
参
加
無
料

■
歴
史
学
講
座
戦
国
史
編

　
「
織
豊
政
権
と
本
願
寺
」（
全
４
回
）

第
２
回 「
信
長
の
紀
州
雑
賀
攻
め
」

日
時　

11
月
22
日
㈮
、
12
月
１
日
㈰ 

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
（
受
付
：
午
後

1
時
〜
）　

※
同
じ
内
容
で
す
。

講
師　

松
迫　

寿
（
当
館
学
芸
員
）

泉
佐
野
ふ
る
さ
と
町
屋
館

（
旧
新
川
家
住
宅
）

☎
Fax
４
６
９・
５
６
７
３

■
一
休
さ
ん
と
尺
八
コ
ン
サ
ー
ト

　

漫
画
で
も
お
な
じ
み
の
一
休
さ
ん
こ
と

一
休
禅
師
と
、
一
休
さ
ん
の
吹
い
た
尺

八
：
一
節
切
（
ひ
と
よ
ぎ
り
）
に
ま
つ
わ

る
歴
史
解
釈
を
加
え
、
一
節
切
・
尺
八
・

■
小
・
中
学
生
の
陶
芸
教
室

「
シ
ー
サ
ー
を
つ
く
ろ
う
」

日
時　

11
月
16
日
㈯ 

午
前
10
時
〜
正
午

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

１
，
０
０
０
円

申
込　

11
月
９
日
㈯
・
10
日
㈰
の
午
前

10
時
〜
午
後
４
時
に

■
お
し
ゃ
れ
に
古
布
展

＆
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

日
時　

11
月
２
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

■
恒
例
朝
市

日
時　

11
月
16
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

■
ふ
ろ
し
き
手
づ
く
り
マ
ー
ケ
ッ
ト

日
時　

11
月
16
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

■
新
川
家
教
室

●
木
彫
り
教
室
…
11
月
８
日
㈮

　
　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜

●
仕
舞
・
謡
曲
教
室
…
11
月
19
日
㈫

　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜

●
フ
ル
ー
ト
教
室
…
11
月
21
日
㈭

　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜

●
着
付
教
室
…
11
月
21
日
㈭

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜

申
込　

開
催
日
の
３
日
前
ま
で 

日
時　

11
月
24
日
㈰ 

午
後
１
時
30
分

〜
、
午
後
２
時
45
分
〜

定
員　

各
10
人

申
込　

11
月
17
日
㈰
ま
で
に
直
接
ま
た

は
電
話
で

※
参
加
無
料
。
未
就
学
児
は
要
保
護
者

同
伴

琴
の
演
奏
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
10
日
㈰

　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

出
演　

貴
志
清
一
さ
ん
、
石
川
利
光
さ

ん
他
（
一
節
切
・
尺
八
）、
新
谷
佐
登

美
さ
ん
他
（
琴
）

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

定
員　

各
60
人
（
先
着
順
）

申
込　

直
接
ま
た
は
電
話
で

※
参
加
無
料

■
市
民
大
学
講
座  

万
葉
集
（
全
２
回
）

　

新
元
号
「
令
和
」
は
万
葉
集
第
五
巻

に
あ
る
大
宰
府
で
の
梅
花
の
宴
32
首
の

序
文
に
あ
る
「
初
春
令
月
気
淑
風
和
」

か
ら
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
序
文
を

書
い
た
と
さ
れ
る
大
伴
旅
人
は
ど
ん
な

人
物
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

歴
史
ミ
ス
テ
リ
ー
を
映
画
で
見
る
よ

う
に
面
白
く
お
話
し
ま
す
。

開
催
日
・
内
容

●
第
１
回
：
11
月
30
日
㈯ 

・「
令
和
」

の
も
と
に
な
っ
た
大
伴
旅
人

●
第
２
回
：
12
月
７
日
㈯
・
こ
の
世
か

ら
消
え
た
万
葉
集

時
間　

午
後
１
時
〜
３
時

場
所　

中
央
図
書
館
２
階 

視
聴
覚
室

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

講
師　

林　

和
清
さ
ん
（
歌
人
）

資
料
代　

１
０
０
円

持
ち
物　

筆
記
用
具

申
込　

11
月
６
日
㈬
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・

カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎
４

６
９
・
７
１
２
０ 

Fax
４
６
９
・
７
１
２

１
）
へ

問
合
先　

生
涯
学
習
課
（
☎
４
６
９・７

１
３
２ 

Fax
４
６
９
・
７
１
３
３
）

▲林　和清さん 

健　

康

歴　

史

相　

談

福　

祉

そ
の
他
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文
化
・
教
養

※各施設の受付時間は、21ページをご覧ください。

各
種
歴
史

歴　

史
（
つ
づ
き
）

歴　

史
（
つ
づ
き
）

■ 

世
界
遺
産 

百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群

　

大
阪
初
の
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た

百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
の
魅
力
や
特
徴

健　

康

健　

康

り
ん
く
う
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

☎
４
６
９・
３
１
１
１

Fax
４
６
９・
７
９
２
９

■
市
民
健
康
講
座

「
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

人
生
会
議
」

〜
ア
ド
バ
ン
ス
ケ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
〜

　

健
康
相
談
も
行
い
ま
す
の
で
、
気
軽

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
16
日
㈯ 

午
後
２
時
〜
４
時

場
所　

３
階
大
会
議
室

講
師　

二
藤
真
理
子
（
急
性
・
重
症
患

者
看
護
専
門
看
護
師
）、
樋
口
紀
美
子

（
緩
和
ケ
ア
認
定
看
護
師
）

問
合
先　

地
域
医
療
連
携
室

※
申
込
不
要
、
受
講
無
料

健
康
推
進
課

■
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
健
康
寿
命
を
延
ば

し
ま
し
ょ
う
！

日
時　

11
月
25
日
㈪

　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
10
時
30
分

※
雨
天
時
は
健
診
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
本

庁
舎
南
側
）
で
内
容
を
変
更
し
て
実
施

集
合
場
所　

檀
波
羅
公
園（「
松
風
台
西
」

交
差
点
西
側
）
内
の
広
場

コ
ー
ス　

大
細
利
池
周
回
コ
ー
ス

対
象　

医
師
か
ら
運
動
を
止
め
ら
れ
て

い
な
い
市
民

持
ち
物　

タ
オ
ル
、
飲
料
水

協
力　

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
推
進
員

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料
。
服
装
・
靴

は
運
動
の
で
き
る
も
の
で 

■
特
定
健
診
結
果
の
見
方
を

お
伝
え
し
ま
す
（
予
約
制
）

「
医
師
か
ら
学
ぼ
う
！
健
診
結
果
（
血

液
デ
ー
タ
等
）
の
見
方
‼
」 

〜
誰
で
も
で
き
る
生
活
の
ポ
イ
ン
ト
を

お
届
け
し
ま
す
〜

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

日
時　

11
月
28
日
㈭

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
は
じ
め
て
み
よ
う
！
健
康
体
操

「
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
」

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

日
時　

11
月
22
日
㈮

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

場
所　

健
診
セ
ン
タ
ー

（
市
役
所
本
庁
舎
南
側
）

対
象　

医
師
か
ら
運
動
を
止
め
ら
れ
て

い
な
い
市
民

※
会
場
で
の
血
圧
値
が
最
高
血
圧

１
８
０
㎜
Hｇ
ま
た
は
最
低
血
圧
１
０
０

㎜
Hｇ
以
上
の
人
は
、
運
動
実
技
が
見
学

と
な
り
ま
す
。

■
脂
質
異
常
症
健
康
教
室
（
予
約
制
）

「
医
師
か
ら
学
ぼ
う
！

悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・
中
性
脂
肪
‼
」 

〜
誰
で
も
で
き
る
生
活
の
ポ
イ
ン
ト
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
！
〜

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

　

健
康
で
生
活
す
る
た
め
に
、
か
ら
だ

に
い
い
こ
と
は
じ
め
ま
し
ょ
う
！

日
時　

12
月
５
日
㈭

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

エ
ブ
ノ
泉
の
森
ホ
ー
ル

会
議
室
（
大
）

対
象　

市
内
在
住
者

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

講
師　

上
田
量
也
さ
ん

（
泉
佐
野
泉
南
医
師
会 

医
師
）

持
ち
物　

健
康
手
帳
、
健
康
マ
イ
レ
ー

ジ
カ
ー
ド
（
お
持
ち
の
人
）

申
込　

11
月
８
日
㈮
以
降
に
直
接
ま
た

は
電
話
で 

※
受
講
無
料

定
員　
20
人（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

※
初
め
て
の
人
優
先

持
ち
物　

タ
オ
ル
、
飲
料
水

申
込　

11
月
５
日
㈫
〜
15
日
㈮
に
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

※
受
講
無
料
。
服
装
は
動
き
や
す
い
も

の
で 

に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

日
時　

12
月
７
日
㈯

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

40
人
（
先
着
順
）

講
師　

福
田
英
人
さ
ん
（
大
阪
府
教
育

庁
文
化
財
保
護
課 

主
任
専
門
員
）

場
所
・
申
込
・
問
合
先　

11
月
13
日

㈬
以
降
に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
佐
野

公
民
館
（
☎
４
６
３
・
６
１
８
１ 

Fax

４
６
９
・
２
２
４
３
）
へ
。
キ
ャ
ン
セ

ル
は
12
月
３
日
㈫
ま
で

※
受
講
無
料

場
所　

エ
ブ
ノ
泉
の
森
ホ
ー
ル

会
議
室
（
大
）

対
象　

市
内
在
住
者

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

講
師　

貴
志　

豊
さ
ん

（
泉
佐
野
泉
南
医
師
会 

医
師
）

持
ち
物　

健
康
診
断
の
結
果
、
健
康
手

帳
、
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
カ
ー
ド
（
お
持

ち
の
人
）

申
込　

11
月
８
日
㈮
以
降
に
直
接
ま
た

は
電
話
で 　
　

※
受
講
無
料 

 

　

11
月
の
生
活
習
慣
病
予
防
教
室
は

休
講
し
ま
す
。

問
合
先　

地
域
医
療
連
携
室

■
第
３
回 

世
界
糖
尿
病
デ
ー

り
ん
く
う
健
康
フ
ェ
ス
タ

日
時　

11
月
16
日
㈯ 

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

２
階 

中
央
受
付
フ
ロ
ア

内
容　
「
減
塩
習
慣
！
糖
尿
病
腎
症
を

予
防
し
よ
う
！
」
を
テ
ー
マ
に
、
医
療

講
演
、
血
糖
値
測
定
（
無
料
）、
医
師
・

薬
剤
師
に
よ
る
医
療
相
談
、
Ｓ
Ａ
Ｔ

ブ
ー
ス
、
展
示
ブ
ー
ス
、
塩
味
体
験
、

筋
力
測
定
な
ど

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

■ 

宮
の
前
遺
跡
（
泉
佐
野
市
所
在
）
の

発
掘
調
査
成
果
と
日
根
野
に
お
け
る
中

世
の
耕
地
開
発
に
つ
い
て

日
時　

12
月
３
日
㈫

　
　
　

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

講
師　

若
林
幸
子
さ
ん
（
公
益
財
団
法

人
大
阪
府
文
化
財
セ
ン
タ
ー 

副
主
査
）

申
込　

11
月
15
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で　

※
受
講
無
料

■
映
像
と 

鳥
瞰
図
（
ち
ょ
う
か
ん
ず
）

で
み
る
日
根
荘
遺
跡

〜
文
化
財
の
活
用
に
つ
い
て
〜

日
時　

11
月
26
日
㈫

　
　
　

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

30
人
（
先
着
順
） 

講
師　

森　

夕
里
子
さ
ん
（
株
式
会
社

ニ
ー
モ
ッ
ク
・
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）

申
込　

11
月
８
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で　

※
受
講
無
料

日
根
野
公
民
館☎

４
５
０・
３
９
０
０

Fax
４
６
８・
０
０
１
１

健　

康

歴　

史

相　

談

福　

祉

そ
の
他
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文
化
・
教
養

文
化
・
教
養

※各施設の受付時間は、21ページをご覧ください。

各
種
健
康

■
い
き
い
き
健
康
講
座　
　

〜
脳
の
血
管
つ
ま
っ
た
らど

う
な
る
⁉
〜

日
時　

12
月
14
日
㈯

　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

講
師　

松
本
匡
章
さ
ん
（
佐
野
記
念
病

院 

脳
神
経
外
科
専
門
医
）
、
吉
田
多

慧
子
さ
ん
（
佐
野
記
念
病
院 

管
理
栄

養
士
）
、
永
井
健
太
さ
ん
（
佐
野
記
念

病
院 

言
語
聴
覚
士
）

申
込　

11
月
21
日
㈭
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で

※
受
講
無
料

■
不
二
製
油　

 

人
と
地
球
の
健
康
を
考

え
る　

食
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

〜
大
豆
お
や
つ
（
豆
乳
プ
リ
ン
）
作
り
〜

日
時　

12
月
14
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

対
象　

小
学
生

定
員　

16
人
（
先
着
順
）　

講
師　

不
二
製
油
㈱
社
員
・
放
課
後
Ｎ
Ｐ

Ｏ
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
ス
タ
ッ
フ

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
ふ
き
ん
、
三
角

巾
、
筆
記
用
具
、
飲
み
物

申
込　

11
月
22
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で

※
受
講
無
料

健　

康
（
つ
づ
き
）

健　

康
（
つ
づ
き
）

日
根
野
公
民
館☎

４
５
０・
３
９
０
０

Fax
４
６
８・
０
０
１
１

■
ヤ
ク
ル
ト
健
康
セ
ミ
ナ
ー

生
活
習
慣
病
と
そ
の
予
防

〜
ロ
コ
モ
っ
て
な
あ
に
？
〜

　

ロ
コ
モ
（
＝
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
・
運
動
器
症
候
群
）
と
骨
粗
鬆

症
と
寝
た
き
り
予
防
に
つ
い
て
話
し
ま

す
。
お
土
産
付
き
で
す
。

日
時　

11
月
26
日
㈫

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

講
師　

戸
川
真
早
実
さ
ん
（
近
畿
中
央

ヤ
ク
ル
ト
販
売
㈱
広
報
係
長
）

申
込　

11
月
５
日
㈫
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
キ
ャ
ン
セ
ル
は
11
月
22
日
㈮

ま
で

■
楽
し
く
元
気
に
介
護
予
防

　

い
つ
ま
で
も
健
康
で
過
ご
せ
る
よ
う

に
、
簡
単
な
体
操
を
学
び
ま
す
。

日
時　

11
月
20
日
㈬ 

午
前
10
時
〜
11
時

対
象　

健
康
増
進
に
興
味
が
あ
り
、
医

師
か
ら
運
動
を
止
め
ら
れ
て
い
な
い
人

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

講
師　

西
川
昌
博
さ
ん
（
さ
ん
み
ク
リ

ニ
ッ
ク 
機
能
訓
練
指
導
員
）

持
ち
物　

飲
み
物

※
服
装
・
靴
は
動
き
や
す
い
も
の
で

申
込　

11
月
５
日
㈫
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
キ
ャ
ン
セ
ル
は
11
月
18
日
㈪

ま
で 北

部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

本
館
・

北
部
公
民
館

☎
４
６
４・
５
７
２
５

Fax
４
６
９・
２
２
８
４

 

■
Ｎ
ｅ
ｗ
！ 

健
康
サ
ポ
ー
ト
教
室

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

「
肩
甲
骨
を
よ
り
一
層
動
か
す
エ
ク
サ

サ
イ
ズ
」

　

肩
関
節
を
く
る
く
る
回
す
エ
ク
サ
サ

イ
ズ
で
す
。

日
時　

11
月
25
日
㈪

　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時

対
象　

お
お
む
ね
50
歳
以
上

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

講
師　

堀
田
笑
子
さ
ん

持
ち
物　

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
、
タ
オ
ル
、
水

分
補
給
用
の
飲
み
物

※
服
装
は
動
き
や
す
い
も
の
で

場
所
・
申
込
・
問
合
先　

11
月
５
日
㈫

以
降
に
本
人
が
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
南
部

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
本
館
（
☎
４
６
６・

１
６
４
１ 

Fax
４
６
６
・
４
７
４
４
）
へ

※
受
講
無
料　

■
泉
佐
野
健
康
寿
命
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

「
介
護
予
防
講
演
会
」

時
間　

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

プ
ロ
グ
ラ
ム

●
足
圧
バ
ラ
ン
ス
測
定
…
転
倒
し
や
す

い
足
か
ど
う
か
、
膝
痛
・
腰
痛
の
原
因

な
ど
を
確
認
で
き
ま
す
。

●
介
護
予
防
の
お
話
…
要
介
護
に
な
る

原
因
の
50
％
を
占
め
る
足
と
歩
行
の
問

題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら

い
い
か
を
、
分
か
り
や
す
く
お
話
し
し

ま
す
。

●
健
康
寿
命
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
体
験

●
足
と
歩
行
の
悩
み
相
談
（
希
望
者
の

み
）

対
象　

泉
佐
野
市
の
介
護
保
険
被
保
険

者
で
、
シ
ル
バ
ー
カ
ー
・
ス
テ
ッ
キ
の

人
、
腰
痛
で
お
悩
み
の
人
、
人
工
関
節

■
地
域
健
康
教
室

「
65
歳
か
ら
の
マ
ル
得
健
康
法
！

若
さ
を
保
つ
秘
訣
を
お
伝
え
し
ま
す
」

〜
い
つ
ま
で
も
若
く

健
康
で
い
る
た
め
に
〜

　

泉
佐
野
浴
場
組
合
の
協
力
に
よ
り
、

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
の
話
な
ど
、
1

回
30
分
程
度
の
地
域
健
康
教
室
を
実
施

し
て
い
ま
す
。（
入
浴
は
任
意
で
す
）

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所
・
定
員

●
11
月
７
日
㈭ 

午
後
2
時
10
分
〜　

な
ご
み
湯
（
笠
松
1
丁
目
3
番
23
号
）・

40
人

●
11
月
21
日
㈭ 

午
後
2
時
30
分
〜　

羽
倉
崎
温
泉
（
東
羽
倉
崎
町
6
番
10

号
）・
男
女
各
25
人

※
10
分
前
よ
り
先
着
順
で
受
付

テ
ー
マ　
「
転
倒
予
防
の
か
ん
た
ん
運

動
編
」
紙
芝
居
で
楽
し
く
学
べ
る
健
康

講
座
！

対
象　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
と
家
族

問
合
先　

地
域
共
生
推
進
課

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

開催日 場所
11月18日㈪ 南部市民交流センター 福祉分館（長寿園）

20日㈬ 日根野公民館

22日㈮ 北部市民交流センター 本館

26日㈫ レイクアルスタープラザ・カワサキ生涯学習センター
29日㈮ 長南公民館

12月6日㈮ 北部市民交流センター 本館

13日㈮ 南部市民交流センター 本館

の
人
、
歩
行
に
不
安
の
あ
る
人
、
介
護

予
防
に
興
味
の
あ
る
人
な
ど

※
医
師
か
ら
運
動
を
止
め
ら
れ
て
い
な

い
人

定
員　

各
30
人
（
先
着
順
）

講
師　

健
康
寿
命
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
イ

ス
タ
ー

申
込　

11
月
11
日
㈪
以
降
の
月
〜
金
曜

日
（
祝
日
除
く
）
の
午
前
10
時
〜
午
後

４
時
に
電
話
で
一
般
社
団
法
人 

健
康
寿

命
世
界
一
（
☎
06
・
６
７
４
８
・
０
２
１
５

Fax

 

06
・
６
７
４
８
・
０
２
１
６
）
へ

問
合
先　

地
域
共
生
推
進
課

※
参
加
無
料
。
靴
下
を
脱
い
で
裸
足
に

な
れ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

健　

康

歴　

史

相　

談

福　

祉

そ
の
他
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文
化
・
教
養

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ーつ

く
し
ん
ぼ

☎
４
６
９・
０
６
６
０

Fax
４
６
９・
０
６
７
０

各
種
福
祉

福　

祉

福　

祉

■
認
知
症
カ
フ
ェ

【
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ 

つ
む
ぐ
】

　

介
護
の
専
門
職
が
い
る
カ
フ
ェ
な
の

で
認
知
症
の
人
も
安
心
で
す
。

日
時　

11
月
10
日
㈰ 

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

内
容　

カ
フ
ェ
タ
イ
ム
、
オ
ー
プ
ン
ス

テ
ー
ジ
、
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ 

ほ
か

場
所
・
問
合
先　

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ 

つ

む
ぐ
（
羽
倉
崎
３
丁
目
10
番
32
号 

辻

下
☎
０
８
０
・
５
３
１
１
・
０
０
１
６
）

※
申
込
不
要
。飲
み
物（
３
５
０
円
〜
）、

モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ッ
ト
４
５
０
円
を
提
供

し
ま
す
。

【
認
知
症
カ
フ
ェ 

に
こ
ぐ
さ
】

　

認
知
症
専
門
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
職
員

が
、
み
な
さ
ん
と
お
話
し
し
ま
す
。

日
時　

11
月
19
日
㈫ 

午
前
10
時
〜
正
午

場
所
・
申
込
・
問
合
先　

３
日
前
ま
で

に
認
知
症
カ
フ
ェ 

に
こ
ぐ
さ
（
鶴
原
２

丁
目
４
番
18
号 

小
笠
原
医
院
敷
地
内 

☎
４
５
８・６
２
３
０ 

Fax
４
５
８・６
２

３
１
）
へ　

※
飲
み
物
の
持
参
可

【
メ
モ
リ
ー
喫
茶 

コ
ス
モ
ス
】

日
時　

11
月
16
日
㈯ 

午
後
1
時
〜
3
時

場
所
・
問
合
先　

介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー

ム
櫻
苑
（
羽
倉
崎
上
町
3
丁
目
3
番
41

号 

０
１
２
０・０
１
１・０
１
３
）

※
申
込
不
要
。
飲
み
物
（
お
菓
子
付
）

を
１
０
０
円
で
提
供
し
ま
す
。

■
あ
そ
び
の
広
場

 

〜
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
を
作
ろ
う
〜

日
時　

12
月
13
日
㈮

　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
15
分

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・

カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

対
象　

就
学
前
の
子
ど
も
と
保
護
者

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料 歴　

史

■
働
く
女
性
応
援
セ
ミ
ナ
ー

（
講
演
＆
体
験
）

働
く
女
性
の
た
め
の
ス
ト
レ
ス
対
処
法

＆
リ
ラ
ッ
ク
ス
ヨ
ガ

日
時　

12
月
８
日
㈰ 

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・

カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

対
象　

働
く
女
性

定
員　

14
人
（
先
着
順
）

※
ヨ
ガ
の
み
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。

講
師　

井
口
和
子
さ
ん（
臨
床
心
理
士
）、

山
﨑
浩
子
さ
ん
（
日
本
総
合
ヨ
ガ
普
及

協
会
指
導
師
）

■ 
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
ヨ
ガ
体
験
講
座

　

身
体
全
体
の
細
胞
の
入
れ
替
え
を
目
指

す
ス
ト
レ
ッ
チ
ヨ
ガ
で
す
。
顔
の
む
く
み

改
善
や
美
肌
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。

日
時　

11
月
30
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

講
師　

大
谷
暁
子
さ
ん　

(

ジ
ャ
パ
ン

ヨ
ガ
カ
レ
ッ
ジ
公
認
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー)

持
ち
物　

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は
大
き
め

の
バ
ス
タ
オ
ル
、
飲
料
水　
　

※
服
装
は
運
動
の
で
き
る
も
の
で

場
所
・
申
込
・
問
合
先　

11
月
７
日
㈭

以
降
に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
長
南
公
民
館

（
☎
４
６
５・０
７
８
６ 

Fax
４
６
５・１
１

０
３
）
へ
。
キ
ャ
ン
セ
ル
は
11
月
26
日

㈫
ま
で　

※
受
講
無
料

健　

康
（
つ
づ
き
）

健　

康
（
つ
づ
き
）

持
ち
物　

タ
オ
ル
、
水
分
補
給
用
の
飲

料
水
、
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
（
あ
れ
ば
）

※
服
装
は
運
動
の
で
き
る
も
の
で
（
更

衣
ス
ペ
ー
ス
あ
り
）

協
力　

女
性
就
業
支
援
全
国
展
開
事
業

申
込
・
問
合
先　

11
月
６
日
㈬
以
降
に
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
い
ず
み
さ
の
女
性
セ
ン

タ
ー
（
☎
・
Fax
４
６
９・７
１
２
５
）
へ

※
一
時
保
育
（
１
歳
〜
就
学
前
）
あ
り
、

希
望
者
は
申
込
時
に
（
締
切
：
11
月
22

日
㈮
）

■
お
ひ
さ
ま
ク
ラ
ブ
冬
コ
ー
ス

　

安
心
し
て
遊
べ
る
場
を
提
供
し
ま

す
。
親
子
で
い
ろ
ん
な
遊
び
を
し
て
交

流
し
ま
し
ょ
う
。

開
催
日
（
各
全
９
回
）

●
来
年
１
月
７
日
〜
３
月
10
日
の

毎
週
火
曜
日

●
来
年
１
月
８
日
〜
３
月
11
日
の

毎
週
水
曜
日

時
間　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

対
象　

２
歳
〜
就
学
前
の
子
ど
も
と
保

護
者

定
員　

各
25
組
程
度

申
込　

11
月
28
日
㈭
・
29
日
㈮ 

午
後
１

時
〜
４
時
に
直
接
ま
た
は
電
話
で

■
と
も
い
き

〜
第
17
回
共
に
生
き
る
障
が
い
者
展
〜

　

両
日
と
も
、
パ
ン
や
焼
き
菓
子
と
新

鮮
野
菜
の
販
売
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の

実
施
や
も
ず
や
ん
の
登
場
な
ど
、
楽
し

く
学
べ
る
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん

で
す
。

開
催
日
・
内
容　

●
11
月
16
日
㈯
…
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
の
迫
力
あ
る
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン

３
x
３
と
来
場
者
に
よ
る
体
験
会
な
ど

●
11
月
17
日
㈰
…
Ｉ
Ｔ
機
器
展
２
０
１

９
・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
生
活
展 

な
ど

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

場
所　

国
際
障
害
者
交
流
セ
ン
タ
ー

（
ビ
ッ
グ
・
ア
イ 

泉
北
高
速
鉄
道
「
泉
ケ

丘
」
駅
下
車
２
０
０
ｍ
）

問
合
先　

府
民
お
問
合
せ
セ
ン
タ
ー
ピ

ピ
ッ
と
ラ
イ
ン
（
☎
06
・
６
９
１
０・
８

０
０
１ 

Fax

 

06
・
６
９
１
０
・
８
０
０
５
）

※
申
込
不
要
、
入
場
無
料 

【
お
し
ゃ
べ
り
広
場　

も
み
の
木
】

　

ど
な
た
で
も
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。

日
時　

毎
週
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）

　
　
　

午
後
1
時
〜
4
時

場
所
・
問
合
先　

も
み
の
木
の
い
え（
羽

倉
崎
3
丁
目
8
番
1
号 

☎
０
９
０
・
３

８
７
３
・
１
７
６
９[

ヤ
ジ]

）

※
申
込
不
要
。
飲
み
物
（
お
菓
子
付
）

を
１
０
０
円
で
提
供
し
ま
す
。

■
子
育
て
講
座

「
親
子
で
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
を
作
ろ
う
！
」

　

親
子
で
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
作
り
を

ゆ
っ
く
り
と
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

日
時　

12
月
18
日
㈬

　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所　

次
世
代
育
成
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

講
師　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
く
し

ん
ぼ
職
員

申
込　

11
月
５
日
㈫
以
降
の
平
日 

午

前
９
時
〜
午
後
４
時
に
直
接
ま
た
は
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

※
受
講
無
料
。
一
時
保
育
は
あ
り
ま
せ

ん
。
子
ど
も
と
一
緒
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

健　

康

相　

談

福　

祉

そ
の
他

※各施設の受付時間は、21ページをご覧ください。
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文
化
・
教
養

福　

祉
（
つ
づ
き
）

福　

祉
（
つ
づ
き
）

 

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
つ
ど
い

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
・
関
心
の
あ

る
人
は
、
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
27
日
㈬

　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

問
合
先　

社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
（
☎
４
６
４
・
２
２
５
９
）

※
申
込
不
要
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
開
館
は
平
日
の
午
前
9
時
〜
午

後
5
時

■
住
民
参
加
型
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス

「
お
た
が
い
さ
ま
の
会
」
説
明
会

　

日
常
生
活
で
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご

と
を
抱
え
る
利
用
会
員
さ
ん
を
「
お
た

が
い
さ
ま
」
の
気
持
ち
で
協
力
会
員
さ

ん
が
お
手
伝
い
す
る
有
償
協
力
員
派
遣

事
業
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

11
月
25
日
㈪

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所　

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容　

お
た
が
い
さ
ま
の
会
の
し
く
み
、

実
績
報
告
、
活
動
紹
介
な
ど

対
象　

お
た
が
い
さ
ま
の
会
に
関
心
の

あ
る
市
民
、
福
祉
関
係
者

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

申
込
・
問
合
先　

11
月
18
日
㈪
ま
で
に

泉
佐
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
４
６

９
・
２
１
５
５
）
へ　
　

 

■
子
育
て
支
援
講
座
67　
　

パ
テ
ィ
シ
エ
・
ウ
ィ
ズ
の
「Xm

as!

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
で
ス
テ
キ
な
手
作
り

ケ
ー
キ
を
」

日
時　

11
月
24
日
㈰ 

午
後
１
時
〜
３
時

場
所　

日
根
野
公
民
館

対
象　

３
歳
以
上
の
子
ど
も
と
保
護
者

定
員　

10
組
（
先
着
順
）

講
師　

西　

道
子
さ
ん

材
料
費　

１
組
１
，
０
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
持
帰

り
用
容
器

申
込
・
問
合
先　

11
月
５
日
㈫ 

午
前
９

時
以
降
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

ウ
ィ
ズ
生
活
支

援
セ
ン
タ
ー
（
☎
・
Fax
４
６
６・
１
９
６

３
）
へ

※
申
込
は
１
人
で
１
組
の
み
。
一
時
保

育
あ
り
、
希
望
者
は
申
込
時
に

■
大
阪
府
立
佐
野
支
援
学
校

「
第
47
回
学
習
発
表
会
」

　

子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
主
役
に

な
っ
て
演
じ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ

さ
い
。

日
時　

12
月
７
日
㈯ 

午
前
９
時
45
分

〜
午
後
０
時
30
分

場
所
・
問
合
先　

府
立
佐
野
支
援
学
校

（
☎
４
６
７
・
２
２
５
２
）

※
周
辺
に
駐
車
場
は 

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
栄
養
講
座　

〜
い
つ
ま
で
も
美
味
し

い
食
事
の
た
め
に
〜

健
康
で
元
気
に
年
齢
を
重
ね
る
た

め
に
は
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
や
規
則
正

し
い
食
事
を
と
る
こ
と
が
に
大
切
で

す
。
今
回
の
講
座
で
は
、
健
康
づ
く
り

だ
け
で
な
く
介
護
予
防
の
観
点
か
ら

も
、
食
の
大
切
さ
を
学
び
ま
す
。 

日
時　

11
月
26
日
㈫ 

午
前
10
時
〜
11

時
30
分
（
受
付
： 

９
時
30
分
〜
）

場
所　

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　

65
歳
以
上
の
泉
佐
野
市
民

定
員　

80
人
（
先
着
順
）

講
師　

峯
川
貴
美
子
さ
ん

（
管
理
栄
養
士
）

申
込
・
問
合
先　

電
話
で
基
幹
包
括
支

■
介
護
者
家
族
の
つ
ど
い

　

介
護
を
し
て
い
る
人
や
介
護
の
経
験

が
あ
る
人
同
士
が
気
軽
に
つ
ど
い
、
日

ご
ろ
感
じ
て
い
る
介
護
の
思
い
や
不
安

を
、
本
音
で
お
し
ゃ
べ
り
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

日
時　

11
月
22
日
㈮ 

午
後
２
時
〜
３

時
30
分
（
開
場
：
１
時
30
分
）

※
途
中
参
加
・
退
席
可

場
所　

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

申
込
・
問
合
先　

基
幹
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
い
ず
み
さ
の
（
☎
４
６
４・
２
９
７

７ 

Fax
４
６
２・
５
４
０
０
）

※
参
加
無
料

援
セ
ン
タ
ー 

い
ず
み
さ
の
（
☎
４
６

４
・
２
９
７
７ 

Fax
４
６
２
・
５
４
０

０
）
へ

※
参
加
無
料
。
講
座
の
後
、
11
時
ご
ろ

よ
り
配
食
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
所
に 

よ
る

説
明
会
や
お
弁
当
の
展
示
や
試
食
が
あ

り
ま
す
。

相　

談

相　

談

■
大
阪
府
総
合
労
働
事
務
所

「
労
働
相
談
」

　
「
賃
金
を
払
っ
て
く
れ
な
い
」「
職
場

の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
そ
の
他
の
働
く
上

で
の
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
相
談
に
応
じ

ま
す
。

日
時　

月
〜
金
曜
日
の
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
45
分

場
所

①
大
阪
府
総
合
労
働
事
務
所
（
エ
ル
・

お
お
さ
か
）

②
同
南
大
阪
セ
ン
タ
ー
（
泉
北
府
民
セ

ン
タ
ー
）

相
談
方
法　

電
話
、
面
談

夜
間
相
談　

①
第
１
〜
３
・
５
木
曜
日 

②
第
４
木
曜

日
の
午
後
８
時
ま
で
実
施
（
祝
日
の
場

合
は
翌
日
）

相
談
・
問
合
先

①
大
阪
府
総
合
労
働
事
務
所
（
☎
06
・

６
９
４
６
・
２
６
０
０
）

②
同
南
大
阪
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
７
２
・

２
７
３
・
６
１
０
０
）

■
第
３
回 

シ
ャ
ッ
ピ
ー
ハ
ウ
ス
掘
り
出
し
市

〜
み
ん
な
で
持
ち
寄
り
マ
ー
ケ
ッ
ト
〜

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時　

12
月
16
日
㈪

　
　
　

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

場
所　

シ
ャ
ッ
ピ
ー
ハ
ウ
ス
（
大
西
１

丁
目
16
番
５
号
・
佐
野
公
民
館
隣
）

【
出
店
募
集
】

１
区
画
長
机
１
台
分（
１
８
０
×
45
㎝
）

あ
た
り
運
営
協
力
金
５
０
０
円

※
先
着
10
区
画

申
込
・
問
合
先　

出
店
申
込
書
を
記
入

■
社
協
ふ
れ
あ
い
ク
リ
ス
マ
ス
会

日
時　

12
月
14
日
㈯ 

午
後
２
時
〜
４
時

場
所　

エ
ブ
ノ
泉
の
森

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

内
容　

大
道
芸
や
歌
と
楽
器
の
生
演
奏

対
象　

市
内
在
住
で
18
歳
未
満
の
障
害

児
（
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
児
童

お
よ
び
支
援
学
校
・
学
級
の
生
徒
）、

市
子
育
て
支
援
課
・
教
育
委
員
会
の
相

談
に
か
か
わ
る
児
童
、
両
親
の
い
な
い

児
童
、
交
通
遺
児

※
同
伴
者
も
参
加
可

申
込
・
問
合
先　

12
月
６
日
㈮
ま
で
に

泉
佐
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
４
６

４
・
２
２
５
９
）
へ 

し
、
11
月
１
日
㈮
〜
13
日
㈬
に
直
接
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
泉
佐
野
市
社
会
福
祉
協

議
会
（
☎
４
６
４
・
２
２
５
９ 

Fax
４
６

２・
５
４
０
０
）
へ

※
募
集
要
項
、
出
店
申
込
書
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://izum

isanoshakyo.
or.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

健　

康

歴　

史

相　

談

福　

祉

そ
の
他
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文
化
・
教
養

歴　

史

相　

談
（
つ
づ
き
）

相　

談
（
つ
づ
き
）

■
府
営 

泉
佐
野
丘
陵
緑
地

「
秋
の
郷
（
さ
と
）
遊
び
」

　

公
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
泉
佐
野
丘
陵

緑
地
パ
ー
ク
ク
ラ
ブ
」が
中
心
と
な
り
、

秋
の
魅
力
を
感
じ
る
工
作
や
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

日
時　

11
月
９
日
㈯ 

午
前
10
時
〜
午

後
３
時
（
受
付
：
９
時
30
分
〜
）

※
雨
天
の
場
合
（
前
日
の
午
後
１
時
に

決
定
）
11
月
10
日
㈰
に
順
延
。
両
日
と

も
雨
の
場
合
は
中
止
。

場
所　

府
営 

泉
佐
野
丘
陵
緑
地
（
上

之
郷
90
番
地
）　

※
無
料
駐
車
場
あ
り

定
員
・
参
加
費　

各
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る

申
込
・
問
合
先　

毎
週
月
曜
日
（
月
曜

日
が
祝
日
の
場
合
は
次
の
平
日
）
を
除

く
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
に
泉
佐

野
丘
陵
緑
地
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
（ 

☎

４
６
７
・
２
４
９
１
）
へ

※
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
内
に
自
動
販
売
機

あ
り
。
服
装
は
動
き
や
す
い
も
の
（
長

袖
、
長
ズ
ボ
ン
）
で
。
詳
し
く
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://izum

isano-kyur
yo.jp/

）や
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
泉
佐
野
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会

て
く
て
く
ツ
ア
ー
（
予
約
制
）

「
爽
や
か
な
潮
風
を
受
け
て

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
を
歩
く
」

　

開
発
進
む
り
ん
く
う
公
園
を
見
学
、

泉
佐
野
漁
港
（
青
空
市
場
）
で
買
い
物

を
し
ま
す
。

日
時　

11
月
10
日
㈰ 

　
　
　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
３
時
頃

※
雨
天
決
行
。
当
日
午
前
７
時
警
報
発

■
泉
佐
野
産
（
も
ん
）
野
菜
即
売
会

　

地
元
の
新
鮮
野
菜
な
ど
を
販
売
し
ま

す
。

日
時　

11
月
24
日
㈰ 

午
前
10
時
〜
午

後
３
時
（
売
り
切
れ
次
第
終
了
）

場
所　

泉
佐
野
漁
協
青
空
市
場 

駐
車

場　問
合
先　

泉
佐
野
市
農
産
物
地
産
地
消

推
進
協
議
会
（
農
林
水
産
課
内
）

■
第
34
回

泉
南
地
区
合
唱
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

泉
南
地
区
の
合
唱
団
21
団
体
が
出
演

し
ま
す
。

日
時　

11
月
23
日
㈷ 

午
後
１
時
〜

（
開
場
：
午
後
０
時
30
分
）

場
所　

エ
ブ
ノ
泉
の
森 

大
ホ
ー
ル

主
催　

泉
南
地
区
合
唱
連
盟

問
合
先　

原
（
☎
４
６
５・６
４
４
１
）

※
申
込
不
要
、
観
覧
無
料 

■
第
42
回

ワ
ク
ワ
ク
ふ
れ
あ
い
ハ
イ
キ
ン
グ

　

11
月
は
「
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援

強
調
月
間
」「
こ
こ
ろ
の
再
生
府
民
運

動
推
進
月
間
」
で
す
。
み
ん
な
で
気
軽

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
17
日
㈰

　
　
　

午
前
８
時
30
分
集
合

集
合
・
解
散
場
所　

大
木
小
学
校

コ
ー
ス　

集
合
↓
光
園
↓
円
満
寺
↓
長

福
寺
跡
↓
大
木
富
士
↓
水
間
道
↓
大
木
小

学
校
↓
中
大
木
町
会
館
↓
蓮
華
寺
↓
東
ノ

池
↓
西
光
寺
↓
禅
徳
寺
↓
解
散

対
象　

中
学
生
以
下
の
市
内
在
住
者

※
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で

持
ち
物　

水
筒
、
雨
具
、
敷
物
な
ど

※
昼
食
は
青
少
年
指
導
員
が
カ
レ
ー
ラ

イ
ス
を
用
意
し
ま
す
。

令
時
は
中
止
、
催
行
の
確
認
は
当
日
午

前
７
時
以
降
に
緊
急
連
絡
先
へ

集
合
場
所　

春
日
神
社
（
南
海
「
吉
見

ノ
里
」
駅
下
車 

徒
歩
5
分
）

解
散
場
所　

南
海
「
泉
佐
野
」
駅

※
青
空
市
場
か
ら
無
料
周
遊
バ
ス
利
用

で
り
ん
く
う
タ
ウ
ン
駅
方
面
・
泉
佐
野

駅
に
帰
れ
ま
す
。

コ
ー
ス　

集
合
↓
田
尻
漁
港
（
朝
市
見

学
）
↓
マ
ー
ブ
ル
ビ
ー
チ
↓
り
ん
く
う

公
園
↓
関
空
マ
リ
ー
ナ
↓
泉
佐
野
漁
港

（
青
空
市
場
で
買
い
物
）
↓
解
散 

（
約

９
㎞
）

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

３
０
０
円
、
小
学
生
以
下

１
０
０
円
（
傷
害
保
険
料
・
資
料
代
）

持
ち
物　

弁
当
、
飲
み
物
、
雨
具
、
敷

物
な
ど

申
込
・
問
合
先　

午
前
10
時
〜
午
後
４

時
に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ｅ
メ
ー
ル
で
泉

佐
野
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
（
☎
４

５
８
・
３
９
０
１ 

Fax
４
１
５
・
１
４
２

７ 
ｅ
メ
ー
ル
：sanonoeem

on@
rinku.zaq.ne.jp 

緊
急
連
絡
先
：
☎

０
８
０
・
３
８
４
９
・
３
９
０
１
）
へ

■
佐
野
ウ
イ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

第
12
回
定
期
演
奏
会

　

泉
佐
野
市
で
活
躍
し
て
い
る
吹
奏
楽

団
の
演
奏
会
で
す
。

日
時　

11
月
10
日
㈰ 

午
後
２
時
〜

（
開
場
：
１
時
30
分
）

場
所　

エ
ブ
ノ
泉
の
森 

小
ホ
ー
ル

曲
名　
「
ド
ラ
ゴ
ン
ク
エ
ス
ト
」
１
〜
３

よ
り
、「
は
て
し
な
き
大
空
へ
の
賛
歌
」

主
催　

泉
佐
野
市
青
少
年
指
導
員
連
絡
協
議
会

後
援　

泉
佐
野
市
教
育
委
員
会

申
込　

11
月
５
日
㈫
ま
で
に
各
保
育
園
、

幼
稚
園
、
こ
ど
も
園
、
小
・
中
学
校
ま

た
は
学
校
教
育
課
へ

問
合
先　

泉
佐
野
市
青
少
年
指
導
員
連

絡
協
議
会
事
務
局
（
学
校
教
育
課
内
）

※
参
加
無
料 

そ
の
他
イ
ベ
ン
ト

そ
の
他
イ
ベ
ン
ト

■
泉
佐
野
市 

少
年
少
女
合
唱
団

ク
リ
ス
マ
ス
・
ラ
イ
ブ

い
っ
し
ょ
に
歌
い
ま
せ
ん
か
？

　

ク
リ
ス
マ
ス
・
ラ
イ
ブ
に
出
演
希
望

の
泉
佐
野
市
在
住
の
小
学
生
を
募
集
し

ま
す
。11
月
２
日
㈯
・
９
日
㈯
・
16
日
㈯
・

30
日
㈯
、
12
月
７
日
㈯
に
行
う
練
習
に

参
加
し
て
一
緒
に
歌
い
ま
し
ょ
う
。

※
参
加
無
料
。
別
途
傷
害
保
険
料
必
要

問
合
先　

生
涯
学
習
課
（
☎
４
６
９
・

７
１
３
２
）

■
借
金
問
題
解
決
の
た
め
の

土
・
日
無
料
相
談
会

日
時　

12
月
７
日
㈯
・
８
日
㈰

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　

近
畿
財
務
局
（
大
阪
市
中
央
区

大
手
前
４
丁
目
１
番
76
号
）

相
談
方
法　

面
談
、
電
話

※
面
談
に
よ
る
相
談
は
弁
護
士
が
対
応

し
ま
す
。（
要
予
約
）

面
談
の
予
約
・
問
合
先　

近
畿
財
務
局 

相
談
窓
口
（
☎
06
・
６
９
４
９
・
６
５

２
３
） 

「
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
吹
き
の
休
日
」 

ほ
か

問
合
先　

上
山
（
☎
０
９
０・７
７
６
３・

２
０
７
４ 

ｅ
メ
ー
ル
：info@

sanow
i

nds.net 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：http://
sanow

inds.net/

）

※
申
込
不
要
、
観
覧 

無
料

■
第
43
回 

寒
蘭
展
示
会

日
時　

●
11
月
16
日
㈯ 

正
午
〜
午
後
５
時

●
11
月
17
日
㈰ 

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所　

エ
ブ
ノ
泉
の
森
ホ
ー
ル

２
階
特
別
会
議
室

問
合
先　

泉
州
愛
蘭
会

（
池
内 

☎
４
６
２・３
３
７
４
）

※
申
込
不
要
、 

入
場
無
料

【
ク
リ
ス
マ
ス
・
ラ
イ
ブ
】

日
時　

12
月
８
日
㈰ 

午
後
２
時

〜
、
午
後
４
時
〜

場
所　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
日
根
野

※
申
込
不
要
、
観
覧
無
料

健　

康

相　

談

福　

祉

そ
の
他
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文
化
・
教
養

採用・募集採用・募集

防衛省 自衛官
【高等工科学校生徒】
●高校同等教育
・修学年限3年、高卒資格取得
●国家公務員の身分と待遇
・期末手当年2回
・週休2日制、祝日、年末年始休
暇など
・被服類、寝具、食事、宿舎費は
無料
●「学び」が仕事
・中堅技術者養成
応募資格　日本国籍を有する中卒
（来春卒業見込み含む）で17歳未満
の男子
受付期間・試験日
●推薦…11月1日㈮～29日㈮・来
年1月5日㈰・6日㈪（いずれか1日）
●一般…11月1日㈮～来年1月6日
㈪・来年1月18日㈯
【自衛官候補生】
 所要の教育を経て、3ヵ月後に2等
陸・海・空士に任用
応募資格　18歳以上32歳未満の人
受付期間　年間を通じて行ってい
ます。

いずれも
問合先　自衛隊大阪地方協力本部 
岸和田地域事務所（☎426-0902）
※詳しくは問い合わせてください。

府立環境農林水産総合研究所
農業大学校 令和2年度学生
受験資格　高等学校卒業または同
等の学力のある人で、卒業後に府
内で農業関係に従事する志のある
人（年齢制限なし）
受付期間　
11月18日㈪～12月9日㈪
試験日　12月13日㈮
申込・問合先　農業大学校事務室

（☎072-979-7032）

大阪府高齢者大学校
2020年度受講生

　私たちは仲間と「学習・仲間づ
くり・健康づくり」に励み、「地
域でのまちづくり・コミュニティ
づくり」などの社会参加活動や、
「新しい知識・技術の獲得」によ
り、創造的で、より豊かな生活を
実現しようとするシニアを支援し
ます。
期間　来年4月～2021年3月
内容　歴史、大阪再発見、語学、
美術、パソコンなど67科目
受講料　年間55,000円（本科・
シルバーアドバイザー養成講座・
実践研究部）
※特別教室使用料等の特別費用が
発生する場合有。科目により教材
費関係、校外学習費、実習材料費
などは別途費用負担あり
申込・問合先　12月6日㈮午後3
時までに申込書を郵送または持参
で〒540-0006 大阪市中央区法円
坂1丁目1-35 大阪市教育会館内 
NPO法人 大阪府高齢者大学校 募
集委員会(☎06-6360-4400 ）へ
※申込多数の場合は抽選。ホーム
ページからも申込可。募集要項は、
電話いただければ送付します。

市立小中学校介助員
採用予定人数　15人程度
業務内容　障害などで配慮を要す
る子どもへの身辺介助など
受験資格　昭和31年4月2日以降
に生まれた人
※満65歳以上の人は契約できません。
勤務日　小中学校の授業がある日
時給　1,008円　※令和元年度
選考
●筆記…12月2日㈪・3日㈫
●面接…12月9日㈪～16日㈪
採用予定日　4月3日
申込・問合先　11月5日㈫～22
日㈮に学校教育課へ

■
泉
佐
野
市
少
年
少
女
合
唱
団
・
イ
ト

ロ
友
好
企
画
公
演

〜
チ
ェ
コ
少
女
合
唱
団
「
イ
ト
ロ
」
公

演
会
〜

　

チ
ェ
コ
少
女
合
唱
団
「
イ
ト
ロ
」
公

演
会
は
平
成
22
年
に
本
市
で
最
初
に
開

催
さ
れ
、
そ
の
後
、
平
成
29
年
に
泉
佐

野
市
少
年
少
女
合
唱
団
が
チ
ェ
コ
で
公

演
を
行
う
な
ど
の
交
流
が
始
ま
り
ま
し

た
。

　

平
成
28
年
に
続
き
本
市
で
の
３
回
目

の
公
演
で
、
少
年
少
女
合
唱
団
と
の
共

演
も
あ
り
ま
す
。

日
時　

11
月
29
日
㈮ 

午
後
７
時
〜（
開

場
：
６
時
30
分
）

場
所　

エ
ブ
ノ
泉
の
森 

小
ホ
ー
ル

後
援　

泉
佐
野
市
、
市
教
育
委
員
会
、

チ
ェ
コ
共
和
国
大
使
館
、
関
西
チ
ェ

コ
／
ス
ロ
バ
キ
ア
協
会
、（
一
財
）
泉

佐
野
市
文
化
振
興
財
団
、
泉
佐
野
地
球

交
流
協
会
、
泉
佐
野
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
協
議
会

協
賛　

㈱
向
新
、
泉
佐
野
中
央
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
泉
佐
野
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
、
関
西
国
際
空
港
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
、
り
ん
く
う
泉
佐
野
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
、
泉
佐
野
商
工
会
議
所
、
㈱
宮

脇
塗
装
店
、
泉
佐
野
市
文
化
協
会
、
泉

州
泉
佐
野
に
ぎ
わ
い
本
舗

チ
ケ
ッ
ト
・
販
売　

３
，０
０
０
円
（
全

席
自
由
）・
エ
ブ
ノ
泉
の
森
ホ
ー
ル
（
☎

４
６
９
・
７
１
０
０
）

問
合
先　

泉
佐
野
市
少
年
少
女
合
唱
団

育
成
会
（
横
河
☎
０
９
０
・
３
４
６
５
・

４
５
３
６
）　　
　

■
Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
ー
ｇ
ａ
ｋ
ｕ
コ
ン
サ
ー
ト

vol.7
　

様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
を
お
手
頃

価
格
で
提
供
し
ま
す
。
今
回
は
ピ
ア
ノ

コ
ン
サ
ー
ト
。
ソ
ロ
あ
り
、連
弾
あ
り
、

二
人
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
共
演
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

日
時　

12
月
１
日
㈰ 
午
後
２
時
〜

（
開
場
：
１
時
30
分
）

演
目
（
予
定
）　

エ
ル
ガ
ー
／
愛
の
挨

拶
（
連
弾
）、
シ
ュ
ー
マ
ン=

リ
ス
ト

／
献
呈　

S.566 R.253

、
シ
ョ
パ
ン

／
演
奏
会
用
ア
レ
グ
ロ 

イ
長
調 

作
品

46
ほ
か

対
象　

６
歳
以
上

定
員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

出
演
者　

横
山
愛
沙
美
さ
ん
、
田
口
菜

穂
さ
ん

チ
ケ
ッ
ト　

５
０
０
円
（
エ
ブ
ノ
泉
の

森
ホ
ー
ル
、
レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ

ザ
・
カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に

て
販
売
中
）

場
所
・
問
合
先　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー

プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
（
☎
４
６
９・７
１
２
０ 

Fax
４
６
９
・

７
１
２
１
）

※
泉
佐
野
市
少

年
少
女
合
唱
団

は
団
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。 

健　

康

歴　

史

相　

談

福　

祉

そ
の
他
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泉佐野市社会福祉協議会
善意銀行（9月受付分）

●10万円…人生道場
●手作り品 20点…匿名

社協チャリティーバザー
～物品の提供にご協力を～

　12月8日㈰ 午前10時よりエブ
ノ泉の森ホールで開催するチャ
リティーバザーで販売する物品
（日用品、食料品、衣料品など新
品に限る）の提供にご協力くだ
さい。収益金は市民の福祉活動
に活用します。
受付期間　11月29日㈮まで
場所・物品受付・問合先
泉佐野市社会福祉協議会

（☎464- 2259）

11月は
「Sマーク（標準営業約款制度）」

普及登録促進月間
　理容店、美容店、クリーニング
店、めん類飲食店、一般飲食店
で、厚生労働大臣の認可を受けた
Sマーク登録店は、次のことを正
しく表示している信頼できるお店
です。
●事故が発生した場合の賠償保険
●施設の設備の内容
●仕事やサービスの内容
問合先　（公財）大阪府生活衛生
営業指導センター（☎06-6943-
5603）
※詳しくは問い合わ
せてください。 

第3回いずみさの国際音楽祭
　日本の歴史が漂う建造物や商店街を舞台にして、南大阪を拠点とす
る音楽家や市民団体の演者をはじめ、海外からもアーティストを招き、
芸術文化を楽しんでいただく音楽祭です。また、手作り作家のブース
出店など特産品等のプロモーションも行います。
日時　11月17日㈰ 午前10時～午後５時
場所　上善寺（栄町10-5）、つばさ通り商店街、泉佐野ふるさと町屋館、
春日公園、むてんかスタイルふくろや（大宮町12-6）
共催　むてんかスタイルマーケット
後援　泉佐野市、泉佐野市教育委員会、泉佐野市観光協会、（一財）
泉佐野市文化振興財団、泉佐野商業会連合会　他
問合先　いずみさの国際音楽祭実行委員会（新谷 ☎090-8376-
6057）
※公共交通機関をご利用ください。雨天決行（荒天中止）、参加無料

泉州発！
大阪府下最大級の酒蔵祭り
　この秋、できたての新酒や地
元食材を使ったグルメ屋台など
が楽しめる「北庄司酒造店」主
催の第17回「秋の酒蔵祭」が開
催されます。
　蔵人が丹精こめて造りあげた新
酒が勢ぞろいします。また、酒蔵2
階「蔵しっくホール」や屋外ステー
ジでは、ミュージックイベントな
どが行われます。みなさんのお越
しを蔵人一同お待ちしています。
日時　11月23日㈷
　　　午前10時～午後4時
※雨天決行
場所・問合先　北庄司酒造店
（日根野3173 ☎468-0850 JR「日
根野」駅から徒歩約15分） 

泉佐野市出会いの機会創出事業
市の結婚支援イベント
Xmasにつなぐ!
恋するデザートパーティー!
　「出会いたい」気持ちをシンプ
ルに叶える婚活イベントを開催し
ます。デザートプレート作りやグ
ループトークを通して、参加者全
員と交流できるイベントです。ぜ
ひこの機会に参加して、クリスマ
スにつなげてみませんか。
日時　12月8日㈰ 午後1時～ 5
時（受付：0時30分～）
場所　関西エアポートワシント
ンホテル 1階大宴会場　
対象　30～45歳くらいの独身
男女
定員　男女各25人（先着順）
参加費　3,500円
持ち物　年齢確認用の身分証明
書、筆記用具
申込　12月1日㈰まで（水曜日除
く）の午前10時～午後8時に電話
で㈱トータルマリアージュサポー
ト「フィオーレパーティー事務局」
（☎050-3539-3837）へ
※ホームページ（https://omiai.
tms-m.com/party/lp/izumisa
no1912/ ）からも申込可（QRコ
ードを読み取ってください）。応
募締切日以降も予約状況によっ
ては受付しますので、問い合わ
せてください。
問合先　子育て支援課
※参加者には市が発行する地域
振興ポイントカード「さのぽ」
のポイント500Pを進呈します。
（付与されたポイントは「さの
ぽ」加盟店において、1ポイン
ト＝ 1円で利用できます。）当
日はカードの発行はしませんの
で、期限内に当日お渡しする「ポ
イント預かり券とカード発行申
込書を観光おもてなしプラザ
「泉佐野まち処」または「さの
ぽ」加盟店に持参してください。

▶
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

サンタの宅配便
～素敵な夢をプレゼント～

　事前にお預かりしたクリスマ
スプレゼントを、サンタクロー
スに扮した青年団員がお家へお
届けします。
日時　12月22日㈰ 
　　　午後6時～9時頃
対象　中学生以下の市内在住者
定員　30家族

（申込者多数の場合は抽選）
費用　子ども1人につき500円
申込・問合先　11月22日㈮（必
着）までに、往復ハガキの往信用
に①保護者氏名（ふりがな） ②住
所 ③電話番号（あれば携帯電話の
番号） ④配達を希望する子どもの
氏名（ふりがな） ⑤年齢 ⑥性別を、
返信用に①住所 ②氏名を記入し、
〒598-0001 上瓦屋610-3 泉佐野
市青年団協議会事務局（青少年課
内 ☎469-1106）へ
※結果は返信ハガキでお知らせ
します。当選された人は12月
13日㈮までにプレゼントを事務
局までお持ちください。 
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この広告掲載についてのお問い合わせは、
合同会社 IM総合企画（☎ 072-275-5449）へ

くらしの情報掲示板くらしの情報掲示板

事業主のみなさん
労働保険の成立手続きは

お済みですか？
　11月は労働保険適用促進月間
です。労働者を一人でも雇用し
ていれば、労働保険に加入する
必要があります。
問合先
●労災保険について…岸和田労働
基準監督署労災課（☎449-8764）
●雇用保険について…ハローワー
ク泉佐野（☎463-0565）
※大阪労働局ホームページ（htt
p://osaka-roudoukyoku.jsite.
mhlw.go.jp）では、労働保険に
関する詳しい説明や労働基準監
督署、ハローワークの情報を掲
載しています。

関空就職フェア令和元年
　関空関連企業20社（予定）に
よる、就職面接会を開催します。
正社員、障害者、外国人留学生、
高齢者などの採用に積極的な企
業も多数参加します。
　また、当日は、就職活動に役
立つセミナー（予約優先）も複
数開催します。
　企業説明やセミナーのみの参
加も可。どなたでも無料で参加
できます。詳しくは問い合わせ
てください。
日時　11月20日㈬ 午後1時30
分～4時（受付：1時～3時30分）
場所　スターゲイトホテル関西
エアポート 4階
問合先　ハローワーク泉佐野（☎
463-0565 部門コード41♯）
※外国人留学生は、大阪外国人
雇用サービスセンター（☎06-
7709-9465）へ問い合わせてく
ださい。

職業訓練ガイダンス
in泉佐野

　ハローワーク泉佐野・岸和田・
泉大津・堺・和歌山の5所合同で
開催します。モノづくり、事務系、
介護などの分野の職業訓練校10
校が一堂に集まり、学校ごとに訓
練内容などについて、直接ご相談
いただけます。会場では車いす
など体験もできる「介護体験コー
ナー」、モノづくりの仕事を検討
されている人向けに「モノづく
り相談コーナー」、和歌山県への
UIJターンを検討されている人向
けに「UIJターン相談コーナー」
も併設します。
　また、事務職やモノづくりの仕
事を考えている人向けに「デスク
ワークのことがいろいろわかる
セミナー」「モノづくりセミナー」
も開催します。
　気軽に参加してください。
開催日　11月6日㈬
時間・内容
●午後1時～2時・デスクワーク
のことがいろいろわかるセミナー
●午後2時～4時・ガイダンス、
体験、相談コーナー
●午後2時15分～3時15分・モ
ノづくりセミナー
場所　泉佐野商工会議所

（市場東3丁目2-34）
問合先　ハローワーク泉佐野（☎4
63-0565 部門コード43＃ ホーム
ページ：http://osaka-hellowork.
jsite.mhlw.go.jp/list/sano/） 

シニア向け合同企業説明会
　シニア雇用に積極的な企業（約
20社）と、55歳以上の人を就業
に結びつけることを目的に開催
します。気軽に参加してください。
日時　11月27日㈬ 午後1時～4
時（最終受付：3時30分）

介護就職デイ
　ハローワーク泉佐野では、福
祉関係求人の就職面接会を開催
します。求人企業と直接話がで
きる貴重な機会ですので、経験
者・未経験者を問わず、ぜひ参
加してください。
　また、「介護の日」である11
月11日には、これから介護の仕
事を考えている人向けに「はじ
めよう！介護のお仕事」と題し、
仕事内容やキャリアアップなど
についてのセミナーも開催しま
す。（セミナーのみの参加も可）
　気軽に参加してください。
日時・内容
●11月6日㈬ 午後2時～4時・
面接会
●11月11日㈪
午前10時～11時30分・セミナー
午後2時～ 4時・面接会
場所・問合先　ハローワーク泉佐
野（☎463-0565 部門コード41＃
ホームページ：http://osaka-hell
owork.jsite.mhlw.go.jp/list/
sano/）  

合同就職面接会 出展企業
　市が開催する、就職を希望す
る人を対象にした「合同就職面
接会」に、求人企業として出展
してもらえる企業を募集します。
【合同就職面接会】
日時　来年1月25日㈯ 
　　　午後1時～4時
場所　エブノ泉の森ホール
出展申込・問合先　11月29日㈮
までに、まちの活性課（☎469-
3131）へ

場所　エディオンアリーナ大阪 
第二競技場（大阪府立体育会館 
大阪市浪速区難波中3丁目4-36）
問合先　シニア就業促進センター
（☎06-6910-0848）
※申込不要、参加無料、履歴書
不要 

※出展無料。連絡をいただければ、
出展について説明させていただき
ます。 
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日根野高校ダンス部が全国大会に出場
　　　全日本高校生ダンス部対抗「5 on ５ CREW 
BATTLE」決勝大会（7月14・15日）に出場した日根
野高校ダンス部が、9月17日㈫に市役所を訪問してく
れました。5人ユニット「dandelion」は近畿大会で
見事優勝し、今回の全国大会出場を決めました。

青少年海外研修・
英語教育推進生徒派遣事業の帰国報告

　9月23日㈷、市内の青少年10人、中学生10人のみ
なさんが、7月31日㈬～ 8月16日㈮に友好都市である
オーストラリア・サンシャインコースト市でのホーム
ステイや語学研修について、市役所へ報告に来てくれ
ました。

小・中学生が被災地訪問の報告
　　　8月8日㈭・9日㈮の2日間、福島県相馬市を訪
問した第一小学校・北中小学校・第三中学校・佐野中
学校4校の子どもたちが8月19日㈪に市長に報告に来
てくれました。語り部さんのお話しや現地の復興のよ
うすなどの見学を通して学んだ命の大切さや風評被害
のことなど、多くのことを報告してくれました。

子どものための図書購入費を寄贈
　　　9月17日㈫、幼い子どものための奉仕活動など
を行っておられる泉州キワニスクラブさんより、子ど
ものための図書を購入する費用として10万円を寄贈
いただき、千代松市長からは感謝状を贈呈させていた
だきました。

本市と歴史的なご縁がある秋田県にかほ市へ訪問
　　　8月26日㈪～ 28日㈬の3日間、本市と歴史的な
ご縁がある秋田県にかほ市に泉佐野市民20人が訪問
し、江戸時代、豪商食野家と交易のあった斎藤家（飛
良泉酒造）などを見学し、民謡を披露していただくな
ど、にかほ市の歴史や文化を体験し、江戸期の交流に
思いをはせました。

広報いずみさのでは下記コーナーへの応募を
募集中！詳しくは市のホームページへ！
●表紙モデル　　　●新婚カップルの写真
●同窓会の情報　　●地元企業　

★募集しています！

いずみさのフォトニュースいずみさのフォトニュース
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いずみさのフォトニュース ※記念撮影のかけ声は、泉佐野市の特産品「ワタリガニ」で！

台風の被災地に職員を派遣
　　　本市は千葉県成田市と「防災協定」「特産品相
互取扱協定」を結んでおり、昨年の台風21号被害の際
は本市へ支援物資を送っていただきました。今回、台
風15号の復旧支援のため、成田市へ派遣する本市職員
に対し、10月4日㈮に市長が激励を行いました。

イオンモール日根野で「健康フェスタ」が開催
　　　10月6日㈰、イオンモール日根野において、さ
まざまな測定や体験をとおして健康づくりを考えるイ
ベント「健康フェスタ」が開催されました。食事診断、
骨密度測定、医師・薬剤師などによる相談にたくさん
の人が参加していました。

ザ・まつり in Izumisanoが開催
　　　9月29日㈰、泉佐野センタービル周辺において、
「ザ・まつり in Izumisano」が開催されました。華や
かなよさこいの演舞と、だんじりの勇壮なやりまわし、
さらに今年は南中岡本町のやぐらも参加して、たくさ
んの見物客で賑わっていました。

特産品相互取扱協定締結自治体イベントの出発式
　　　10月2日㈬、市役所正面玄関前において、「令
和元年度特産品相互取扱協定締結自治体開催イベント
への出発式」を行いました。都道府県の垣根を越え、
本市特産品の情報発信と販路拡大を図るため、全国の
イベントで特産品の販売やPRを行います。

屋内消火栓操法競技大会が開催
　　　10月2日㈬、田尻駅上広場において、企業や病院、
福祉施設など事業所の従業員による自衛消防隊が、事業所
内に設置されている屋内消火栓設備を迅速かつ的確に活用
できるための訓練成果を競い合う泉佐野市火災予防協会主
催「第42回 屋内消火栓操法競技大会」が開催され、1市2
町（泉佐野市、田尻町、熊取町）内の事業所から50の自衛
消防隊が出場しました。優勝チームはそれぞれ、Aブロッ
クが学校法人 浪商学園、Bブロックが泉佐野市役所、Cブ
ロックが特別養護老人ホーム フィオーレ南海でした。

【
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可燃ごみ量（焼却場搬入量）　　9月分 約3,284ｔ（前年同月比 ――55.83.83％）

泉佐野市の人のうごき泉佐野市の人のうごき
99月末日現在月末日現在（前月比）（前月比）

○ 市内人口　100,455人○ 市内人口　100,455人（－（－3636人）人）
○○ 男　　　　  48,255人 男　　　　  48,255人（（－22－22人）人）
○○ 女　　　　  52,200人 女　　　　  52,200人（（－14－14人）人）
○○ 世帯数　　  47,260世帯（+30世帯） 世帯数　　  47,260世帯（+30世帯）
市制施行:昭和23年4月1日　市域面積:56.51㎢市制施行:昭和23年4月1日　市域面積:56.51㎢

行政情報番組 さのテレ！
J:COMチャンネル(11ch)
で月曜日 午後10時～、木曜日 午後3時～、
土曜日 正午～の週3回（月2回更新）、30
分の行政情報番組を放送しています。
【11月の主な放送内容（予定）】
●前半： 派遣職員の紹介 ほか
●後半： 大防災訓練 ほか

●掲載記事における申込などに
よって市が収集した個人情報は、
その目的以外には使用しません。
●広報いずみさのの広告掲載料
は、広報および公聴業務の円滑
な運営と充実を図るために、基
金として積み立てています。

泉佐野市農業祭
　市内農家が丹精込めて作った農産物の展示や即
売、模擬店などを行います。全国の特産品相互取
扱協定締結自治体も出展しますので、ぜひお越し
ください。
日時　12月7日㈯ 午前10時～午後3時

場所　レイクアルス
タープラザ・カワサキ
広場（泉の森広場）
問合先　農林水産課、
JA大阪泉州中部営農セ
ンター（☎458-3434）

　 ちぬうみ創生神楽2019「令和の祝舞」
　泉佐野市に伝わる伝説や物語を神楽で表現した泉佐野
オリジナルの「ちぬうみ創生神楽」を上演します。
演目は「神武東征鉾立之舞」「衣通姫之舞」「蟻通神楽」
などです。淡路市より「国生み創生神楽」も出演します。
その他「泉州雅」による和太鼓演奏などもあります。
日時　11月17日㈰ 午後3時30分～
場所　りんくうパピリオ星の広場
問合先　（一社） 泉佐野シティプロモーション推進協議会
（☎461-0005 eメール：info@icp-japan.or.jp）
※申込不要、観覧無料。詳しくはホームページ（http://ww
w.icp-japan.or.jp/）、
フェイスブック（https:
//www.facebook.com/
icp.news/）をご覧くだ
さい。（「ちぬうみ創生
神楽」で検索）

NHK「リサイタル・パッシオ」公開収録
　「リサイタル・パッシオ」は、情熱（パッシオ）あふれる音楽・クラシック演
奏家の熱い思いを伝えるミニ・リサイタルです。これから本格的な活躍を始める
若手から、すでに着実な演奏活動を繰り広げている中堅まで、確かな実力を持つ
演奏家の生み出す「熱い」音楽を、番組ナビゲーターの金子三勇士さんとのトー
クと共にお届けします。
日時　12月22日㈰ 午後3時～5時30分（開場：2時15分）
場所　エブノ泉の森 小ホール
出演　井上詩紀さん（ソプラノ）、藤江圭子さん（ピアノ伴奏）、小島　燎さん（バ
イオリン）、務川慧悟さん（ピアノ伴奏）
曲目　●井上詩紀さん ：歌劇「ラクメ」から「若いインドの娘はどこへ」（ドリーブ
　　　　　　　　　　　作曲）ほか
　　　●小島　燎さん：バイオリン・ソナタ ト長調（ラヴェル作曲）ほか
司会　金子三勇士さん（ピアニスト）
主催　NHK大阪放送局、泉佐野市、一般財団法人 泉佐野市文化振興財団

申込　11月26日㈫（必着）までに往復ハガキ（私製除く）
の往信用裏面に郵便番号、住所、氏名、電話番号を、返信用表面に郵便番号、住所、
氏名を記入し、〒598-0005 市場東1丁目295-1 エブノ泉の森ホール「リサイタル・
パッシオ」係へ
※10月1日から郵便料金が変更になっていますので、不足しないように注意してく
ださい。（往復ハガキ：124円→126円）応募多数の場合は抽選し、入場整理券（1
枚で2人入場可）をお送りします。記入に不備があった場合は無効となります。イ
ンターネットオークションなどでの転売を目的とした申込は固くお断りします。売
買を目的とした申込であると判明した場合は、抽選対象外。
問合先　月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）を除く午前9時～午後9時にエブノ泉の
森ホール（☎469-7101 ホームページ：http://www.cf-izumisano.or.jp/izuminomo
ri/）、NHK大阪放送局（☎06-6941-0431）へ
※入場無料。応募多数の場合は抽選。NHKはみなさんの受信料で成り立つ「公共放
送」です。応募いただいた情報は、抽選結果の連絡のほか、NHK受信料のお願いに
使用させていただくことがあります。
放送予定　来年1月26日㈰、2月2日㈰ 午後8時20分～55分（NHK-FM）

▲井上詩紀さん

▲小島　燎さん
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